
１． 序論

紀元前２千年末 (ca. 1200BC) の東地中海世界の崩壊１）の後，前１千年初

めには東地中海の各地でゆっくりとしながらも社会的再構築が始まってい

た。ギリシア本土においてもこの時期暗黒時代と呼ばれながらも，のちの

都市国家（ポリス）につながる共同体の形成と付随して神殿建物の建立が

随所でみられるようになった２）。前９世紀には早くも，先進地であるレバ

ントからフェニキア商人がキプロス，クレタを経由して，東方の（金属細

工，織物，陶器などの）文物や製造技術をギリシアに伝え，逆にギリシア人

がキプロスやシリア（アル・ミナ）に達して，技術習得や交易活動に携わ

っていた。いわゆる「東方化 (orientalization)」が前９，８世紀にわたりギリ

シア世界に浸透していたわけであり，とりわけフェニキア人を通じてアル

ファベットが導入され，ギリシア語に対応して改良されていったといわれ

ている３）。

前８世紀後半から前古典期 (the archaic period) に入り，各地で都市が形

成されるとともに人口が増加していった。人口圧と資源確保の問題から黒

海やシチリア・南イタリアに入植が始まり，「大植民時代」を迎えること
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になる。植民都市が小アジア，黒海沿岸，イタリア，アフリカ（キュレネ）

に設立され，海路を通じて本国都市と植民都市間のネットワークが形成さ

れるようになった４）。さらにギリシアとエジプト間の交易の足跡が前７世

紀から残されており，エジプトにもナイル河畔にギリシア商人の居留地ナ

ウクラテスが建設された５）。先の暗黒時代を引き継いで前古典期には，東

地中海を舞台にギリシア人とフェニキア人による交易システムが出来上が

っていったのであり，付随して硬貨以前の貨幣（銀塊）が交換媒体として

使用されていた６）。このような状況下で，前７世紀末（または前６世紀初め）

に硬貨 (coin) がリュディアで鋳造・使用され，前６世紀後半には小アジア

沿岸の諸都市からギリシア本土に瞬く間に伝播し，世紀末にはエーゲ海の

各都市国家で硬貨が鋳造されるようになっていた７）。加えて，前６世紀に

はアルファベットを使用した数字 (acrophonic numerals) が使われるように

なり，世紀末には算盤 (abax) が出現して，複式簿記には程遠いが，収入，

支出，利潤の計算ができるようになっていた８）。

古典期に入ると，ペルシャ戦争後のデロス海上同盟の結成を契機に，同

盟諸都市からの貢租金 (tribute) が当初はデロス島に，後にはアテナイに納

められるようになり，エーゲ海沿岸を版図とする「アテナイ帝国」の枠組

みが形成されるようになった９）。アテナイは「帝国」の実質的首都となり，

ラウリオン銀山からの銀貨供給も背景にして，経済的資源がアテナイに集

中するようになった１０）。アテナイの外交政策は，不満を持つ周辺都市に対

し強硬になりがちであり，境界域の紛争はスパルタを中心とするペロポネ

４） Osborne (1996: 104-29), Tandy (1997: 59-83).
５） 周藤 (2014: 51-54)
６） Kroll (2008: 35-36)
７） Schaps (2004: 104-5), von Reden (2010: 70).
８） Faraguna (2008: 37-57)
９） Morris (2009: 165). ただし I. モリスによれば，前５世紀のアテナイは帝国

主義の一例としてよりは国家形成の一例としてみるべきということである。
１０） Morris (2009: 144-49)
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ソス同盟との間に軋轢を高め，最終的にはペロポネソス戦争を引き起こす

にいたった。この戦争は最終的にはアテナイの降伏に終わるのであるが，

敗因のひとつにエーゲ海の制海権をスパルタに奪われ，穀物などの重要物

資の輸入が不可能になったことがあり，資源の確保を交易に頼っていた

「アテナイ帝国」の安全保障上の脆弱性を衝かれた結果ともいえる。

前４世紀になると，政治的覇権がスパルタからテーベに移り，世紀後半

には領域国家のマケドニアが台頭して，ギリシア諸都市をその影響下に置

くようになる。それでもアテナイは世紀前半には第２次海上同盟を復活さ

せて制海権を取り戻し，世紀後半以降マケドニアの圧力の中で国内改革を

断行して，結果経済的な復活と発展を一時的に実現することができた。

次のヘレニズム期は 334BC に始まるアレクサンドロス大王の東征によ

って幕が開ける。大王の没後，後継者による征服国家が相対立しながらも

東地中海地域に鼎立して，統治し続ける体制ができあがる。この間，ギリ

シア人の大量移民に伴って，ギリシア文化と制度が導入されて特有の統治

体制が確立し，大王も含めて国王の肖像を打刻した硬貨が大量に供給され，

同時に東地中海を舞台にした交易活動が活性化するという複合的な状況が

生まれていた。さらに前２世紀後半からローマが進出して，東地中海地域

を次々と属州化していった。この地域から大量の資金が租税，地代，賠償

金の形でイタリアに流入し，他方でイタリア国内では公共事業や国外で軍

事支出，また元老院議員などを中心とした富裕層による小アジア，レバン

ト，エジプトからの奴隷や嗜好品の購入により資金が流出して，イタリア

において経済成長の中で資金循環のメカニズムがヘレニズム期後半に形成

されるようになった１１）。

１１） ヘレニズム期の経済的活動への学術的関心は，一連のコンファレンスやそれ
らを通じて編集された論文集の発表などに代表されるように高まってきてい
るように思われる。その際の視座は，例えば第３回論文集 The Economies of
Hellenistic Societies をとりあげると，「どの時点でも，どのような社会また
は政体―実際どんな個人でも―３つの行動様式［生存様式，指令様式，市場
様式］を同時に示している」ことであり，「様式間の重要度のバランスがど

古代東地中海地域における国家，貨幣，銀行：アテナイ，エジプト，ローマを中心に

― ―３



この古典期／ヘレニズム期にみられた社会経済的現象には，都市国家集

団，領域国家，帝国への国家組織の進化過程のほかに，貨幣が国家の支払

い手段として鋳造・供給され，市場（交易）のルートを使って人々が国家

への支払い手段を調達するという，一部意図的，一部自然の制度形成を通

じて成立した資金循環過程が内包されている。そこに古代から近世にまで

通じる貨幣経済の枠組みが見られるのであり，換言すると，前近代経済に

おいて貨幣経済をどのように理解するかのヒントが隠されているともいえ

る。本稿は，古典期／ヘレニズム期を題材に取り上げることにより，まさ

しくこの貨幣経済の枠組みを金融仲介者による信用供与の機能も含めて理

解しようとするものであり，本稿の究極の主題であるともいえる。

以下，次のように展開する。次節で古典期のアテナイ経済が取り扱われ，

人口と交易に絡ませて「アテナイ帝国」での交易システムの成立，それに

関連させて貨幣供給，国家財政，金融仲介者（銀行家）の役割が議論され

る。第３節ではヘレニズム期の交易活動，大量の貨幣発行，都市国家にお

ける国家銀行の発展に触れた後，ギリシア人征服国家であるプトレマイオ

ス朝エジプトの統治体制と王立銀行の関係が扱われる。その後，ローマの

進出に触れ，ヘレニズム期後半におけるローマ共和制経済の発展と東地中

海の交易の展開の間に密接な関係があり，この時期マクロ的な貨幣循環シ

ステム（ホプキンズ・モデル）が成立していたことを述べる。この文脈でイ

タリアの実業家，金融仲介者，銀行家の存在意義についても触れることに

なる。最後に先に述べた本稿の主題について改めて議論されることになる。

２． 古典期：アテナイ

２．１ 人口と交易

ギリシア本土を含めたエーゲ海周辺地域の気候は，夏暑少雨，冬寒多雨

のように，どのくらい，なにゆえ時間を通じ変化したかの問題を扱う」こと
にあるという (Archibald, Davies and Gabrielsen 2011: 3)。

成城・経済研究 第２１７号 （２０１７年７月）

― ―４



で気候変動が多い地中海性気候で特色づけられる。より細部に注目すると，

アドリア海を望む本土西岸ならびにトルコ西南部は降水量が比較的多く，

テッサリア，エピルスの山間部では年間１，２００㎜の降水量を記録する一方

で，エーゲ海周辺はより乾燥し，とりわけアテナイが位置するアッティカ

地方とエーゲ海南部にあるキクラデス諸島は年間４００㎜以下という極端な

乾燥地域となっており，いわゆる dry-farming に適した地域である。

農法は大麦主体の栽培から後に小麦への嗜好が強まって小麦栽培に移っ

ていくが，収穫・種籾比は，小麦が４．８：１，大麦が６：１とされ，メソポ

タミアやエジプトに比べると生産性は低かった１２）。これは，この地域内で

自己充足できる扶養人口は限定的であることを意味し，都市を含め全般的

な人口成長をみた紀元前６世紀はこの許容限度に迫り，500BC 頃には多

くの都市が穀物輸入に頼るまでにきていた１３）。

古典期（紀元前４，５世紀）のアッティカ地方に限ってみると，その面積

はおよそ２，４００�で，耕作可能なのは２０～４０％といわれる。穀物生産，

消費，輸入の推計についてはさまざまな研究があり１４），ここではそれら推

計の差異を踏まえて許容可能な推計値を再考した Moreno (2007: Table 1)

にしたがって，以下のように要約することにしよう。

耕地比率３８％，実耕作比率１７．５％，大麦：小麦 ４：１

生産性６００kg/ha，収穫・種籾比５：１，総生産量２万トン（７０万メデム

ノイ）

一人当たり年間消費量２３７㎏／人，扶養人口８万４，０００人，扶養能力

３５人／�

古典期平均人口２７万人，必要穀物量６万４，０００トン，自己充足率

１２） Garnsey (1998: 204). ちなみに紀元前３千年紀バビロニアでは大麦で１５：１
(Jacobsen 1982)，プトレマイオス朝エジプトでは小麦で１０：１(Crawford
1971:125-57) であった。

１３） Morris (2006)
１４） Jardé (1925), Garnsey (1988), Osborne (1987), Sallares (1991).
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３１％

すなわち，前４，５世紀中のアッティカ地方が自前で扶養できる人口は８

～９万人ほどであり，穀物輸入がどの程度であったかは推計が難しいので

あるが，ボスポロス国王レイコンより４０万メデムノイの穀物を輸入し８

万人がその給付を受けたというデモステネスの記述から，年一人当たり５

メデムノイ（２５９．２�）として，M. H. ハンセンの推計により 350BC 以降

のアッティカ人口を２５万人とすれば，必要大麦は１２５万メデムノイとな

る１５）。これに基づいてブレッソンはアッティカ，レムノス，インブロス島

（アテナイ領有地）の収穫量を 329/8BC のエレウシス神殿奉納穀物量より

算出して，次の表１のような前４世紀半ばアッティカ地方大麦輸入先を導

出している１６）。

全輸入量に対する本国（アッティカとレムノス・インブロス）の比率は４０％

ほどであり，残りが外国からの輸入分となる。そのうちで黒海地域の比率

１５） Dem. against Leptines 20.31-3. Garnsey (1988: 96-97), Hansen (1988: 12,
2006: 56).

１６） Bresson (2016: 409-11)

表１ 前４世紀半ばアッティカ地方大麦輸入先内訳

数量 ％

アッテカ
レムノス・インブロス
ポントス（黒海）
キュレネ
エジプト
西部
その他

３４０a

１５０
４００
９０
９０
９０
９０

２７．２
１２．０
３２．０
７．２
７．２
７．２
７．２

計 １２５０b １００．０

数量単位：000medimnoi=51840liters

注） Bressn (2016: Table 14.4)
a) 329/8BC エレウシス神殿奉納穀物より産出
b) 340~330BC アッテカ人口を２５万人とし，年間大
麦消費量を５med／人として算出。
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は３２％であり，その重要性が印象付けられる。ただしこれはボスポロス

王国との関係が深まった前４世紀前半の特異な状況を反映していたといえ

なくもない。黒海からの小麦輸入は前４世紀半ば以降はヘレポントスから

アテナイへの航路の安全性がマケドニアにより脅かされるにおよび，重要

度が低下しその分そのほか（エジプト，キュレネ，シチリア）の比率が上が

ったと推測されるからである１７）。

アッティカ地方の人口については，431BC には１６‐１７．２万人から３０‐

３５万人，４世紀半ば以降では１５‐２０万人から２０‐２５万人と推計上のばらつ

きが大きいのであるが，このような異なる諸推計をふまえて，アッティカ

地方の人口構成を次のようにまとめてみた。

全体として前５世紀から前４世紀に移るとともに，総人口は減少し，他

方で前４３１年（ペロポネソス戦争直前）に在留外国人 (metioikos) の総数はピ

ークを迎え，前４世紀に入るとその数は減少したが，その後次第に増え，

後半には加速度的に増加した１８）。その間，農業部門の担い手が自由労働か

ら奴隷労働に移っていったのではないかと考えられている１９）。前４世紀末

１７） 紀元前５世紀以前においても黒海とギリシア世界との交易は確認されている
が，アッティカ地域との交流は６世紀末・５世紀初めになってからであり，
穀物交易は後半（または末）になってから顕著になったであろうと推測され
ている。S

ˆ

c

ˆ

eglov (1990), Artz (2008: 19-28), Tsetskhladze (2008).
１８） Garland (1987: 59, 2008: 113)
１９） ペロポネソス戦争後の富裕層（資本家）による自由労働から奴隷労働への転

換への傾向については Hopper (1979: 105-6) を参照。他方，奴隷労働は家事，
製造業，鉱山などで比較的安定した需要があったとされている。Osborne
(2002) 参照。

表２ アッティカ地方人口構成

単位：０００人 431BC 前４世紀半ば以降

男子市民
市民
在留外国人
奴隷

４０‐５０
１６０‐１７５
２５‐５０
６５‐１００

２１‐３０
９０‐１２０
１０‐３０
５０‐１００

計 ２５０‐３２５ １５０‐２５０
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になると，ラミア戦争以降総人口（とくに市民層）は減少していったとさ

れる２０）。前４３１年以前の総人口が３０万人余と推計されるとすれば，自己

充足できる扶養人口が８．４万人程度の状況の下では人口の２／３～３／４が地

域外からの穀物輸入に頼らざるをえなかったことになる。戦争以前では穀

物輸入に対しては政府の関与は役職給付などによる間接的なものであり，

穀物輸入は民間による商業的運輸に頼っていたと考えられている２１）。古典

期を通じてアテナイを中心にした交易ネットワークに注目せざるをえない

所以である。

そこで古典期を通じた交易ネットワークを考えてみる。先の前４世紀半

ばの大麦調達区域表でふれたように，分業化を通じた交易システムはエー

ゲ海域を中心に，黒海，エジプト，キュレネ，シチリア・南イタリアが繋

がる形に成っていたとみてよい。それぞれが穀物の輸出地域であるのに加

え，特産物として，黒海地域は塩漬け魚，奴隷，鉱物，エジプトは亜麻，

ナトロン，キュレネはワイン，オイル，シルフォン，シチリア・南イタリ

アは羊毛などがあげられる。いわゆる原材料，食料品の類である。対して

エーゲ海域からの輸出産物は，黒海地域にはワイン，オイル，野菜，果実，

エジプトには銀，木材，ワインなどであり，キュレネ，シチリア，南イタ

リアはエーゲ海域と気候帯の点で重なり，競合する産物が多くなり優位性

のある特産物（農産物）は見当たらなくなる。強いて交換の対象となる産

物をあげるとすれば，交易中継地として入手できる北方の材木，鉱物，黒

海沿岸地域や中東からの特産物であったろうし，集積された原材料をもと

に製造された，地元とでは調達できない陶器，大理石，織物，武器，家具，

船舶その他嗜好品などであったろう２２）。もちろん，アテナイの輸入代金の

対価として支払われる有力な物品が銀貨であったことはいうまでもない。

２０） Oliver (2007: 87-100)
２１） Garnsey (1988: 132)
２２） Isagar and Hansen (1975: 38-42), Erxleben (1975), Hopper (1979: 97-98).
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この他にエーゲ海域内では，コス，クニドス，ロードスのワイン，マケ

ドニア・トラキアの木材，鉱物（鉄，銀），奴隷，カルキディケのワインや

鉄，テッサリアの穀物，キクラデスの明礬，塗料，香水，大理石，ペロポ

ネソスの羊毛，亜麻，ボイオティア，エウボイアの鉄，そしてミレトス，

コリントス，メガラ，アテナイなど都市における織物など特産品は多様で

あり，エーゲ海域内での交易活動の余地は十分に存在していた２３）。その中

で面積と人口の点で，農産物に優勢をもちえないアテナイ（アッティカ地

方）にとって交易上優位に立ちうるのは，他の地域では得られない産物を

入手しうる中継地として優位性と，技術的に優位に立った製造物ならびに

鉱物資源（すなわち銀や鉛）であったと考えられる。

２．２ 貨幣

ギリシア世界で特筆すべきことは，硬貨（コイン）が都市国家との関わ

りの中で発行され，地域通貨圏＝交易圏を形成してきたことである。硬貨

の起源は，トルコ西部リディアにおいてみられたわけであるが，考古学上

リディア国王クロイソス以前にエフェソスのアルテミス神殿からエレクト

ロン（金銀混合）硬貨が発見され，前７世紀後半（または末）には使用されて

いたと推定されている２４）。一定の重量単位の下で発行されたエレクトロン

貨は，リディアがクロイソス王を経てペルシャ帝国に統合された (545BC)

後も法貨として使用されていた２５）。硬貨のアイデアはサルディスからミレ

トス，フォカイアなど小アジアの諸都市に伝わり，金貨銀貨が生産される

にいたった。このような共通の重量単位を伴った硬貨の発想は一挙にギリ

シア本土に伝播し，ギリシア本土で最初に銀貨を鋳造した都市はアイギナ

であり，小アジアで最初に金貨や銀貨が鋳造された時期とほぼ同じであっ

２３） Bresson (2016: 351-58)
２４） Cohill and Kroll (2005: 613-14), Schaps (2004: 93-96).
２５） Carradice (1987), Schaps (2004: 98).
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た２６）。アイギナ・スタテル（＝２ドラクマ）の重量は１２．１g であり，ほか

の小アジア諸都市での単位とは違っていた。共通の重量単位をもつ硬貨を

発行・使用していた諸都市は，いわば地域交易圏を共有していたとも考え

られ，図１の鋳造分布から判断できるように，紀元前６世紀末にはエーゲ

海域では幾つもの固有の地域通貨＝交易圏が形成されていた。アイギナ単

位は，紀元前６世紀後半にはペロポネソス半島，（デロスとメロスを除いた）

図１ 前古典期地方通貨単位分布図

注） von Reden (2010: Appendix 2) より作図

２６） Kraay (1976: 30ff), Kroll and Waggoner (1984), Schaps (2004: 103-5), von
Reden (2010: 70).

アッティカ・
エウボイア単位

アイギナ単位

ミレトス単位

フォカイア単位

マケドニア・トラキア単位
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南エーゲ海諸島，中央ギリシア，テッサリア，ボイオティアで採用され，

後々まで続く広範な通貨＝交易圏を反映していた。それは，アイギナ単位

の優位性を示し，「前古典後期の交易にアイギナが優勢な役割を果たして

いた」２７）ことを意味する。

他方，アテナイでは遅れてアイギナとは別の重量単位をもった硬貨が鋳

造され始めた。１スタテル＝２ドラクマの重量は１７．２g であり，エウボイ

ア，サモス，コリントスはこれと同じ単位（ただし１スタテル＝３ドラクマ）

を共有していた。のちにアテナイ人は１スタテル＝４ドラクマに変更し，

新しいデザインの銀貨を鋳造し始めた。アテナイ人が共有した単位（アッ

テカ単位）は先の地域のほかにデロス，カルキディケ（ギリシア北部半島），

キュレネ（リビア東部），シチリア諸都市にまで共有され，それら諸都市を

結ぶアッティカの近接地域を超えた通貨圏には地域性を超えた海洋性の交

易ネットワークを彷彿させるものがある。

この他に小アジア北西部フォカイアを中心とした通貨圏，南西部ミレト

スを中心にした通貨圏，南部とキプロスを中心としたペルシャ（シグロイ）

通貨圏がみられ，マケドニア・トラキア地域では種々の単位が混在し，南

イタリアでは独自の重量単位が使用されていた。紀元前４８０年ごろまでに

は１１５以上の鋳造所が確認されており，６世紀後半を通じて一挙にエーゲ

海域に硬貨鋳造が広まったことを示している一方で，局地的な交易を反映

させるものであったことも見逃せない２８）。

アテナイはペルシャ戦争後 478/7BC にデロス海上同盟を結成し，結果

アイギナ単位を凌駕する通貨ネットワークを形成することとなった。この

軍事同盟により形成されたアテナイを中心とした海軍力を維持するため，

加盟諸都市から貢租が徴収され，当初はデロス島の金庫に納められていた

が，454BC 以降金庫はアテナイに移され，アテナイはその資金を自己都

２７） von Reden (2010: 72)
２８） Osborne (1996), Kim (2001), von Reden (2010: 71).
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合で処分する権能をもつことになり，その結果アテナイと同盟諸都市の間

に従属関係が生まれ，この関係は別名「アテナイ帝国」と呼ばれている。

特記すべき点は，この時期以降（同盟が解消するまで），貢租，（穀物・原材

料購入と製造物販売などの）交易そしてアテナイ通貨発行によって支えられ

た経済循環を伴った一大通貨＝交易ネットワークが形成され，維持される

ようになったことであり，その過程でアッティカ単位の通貨が国際通貨と

しての地位を獲得し，その受領性の高さからシリア，エジプトにまで伝わ

り，その模倣通貨が出現するまでに至ったことである。国際通貨としての

地位は，ペロポネソス戦争後（海上同盟が解体した後）でも継続し，ヘレニ

ズム時代に入りアレクサンドロス通貨の大量発行となってもアッティカ単

位が採用され続けていた。

同盟諸都市からアテナイに納付された貢租の内容を記した「アテナイ貢

租表」は，その一部が 454~430/29BC にわたって残っており，同盟諸都

市の貢租負担の度合いが確認可能である。貢租は当初船舶かそれぞれの通

貨で納められていたが，金庫が移転した後，幾つかの例外を除き，アテナ

イ通貨で支払われるようになった。さらに戦争後半の 413BC からは代わ

って５％の港湾税が同盟諸都市に課せられ，税金分が貢租となって徴収さ

れた。

アテナイ通貨による支払いは，アテナイ銀貨の増産を促し，ペロポネソ

ス戦争期間は（図２のように）生産が倍増し，戦費調達に貢献したことが

窺える。478~445BC の間に同盟都市の５０％は鋳造を停止し，445BC ま

でには（小銭を除いた）通貨鋳造を行った都市は２０％にまで低下した２９）。

アテナイ通貨の通用力は，海上同盟を超えて広域に影響を与えシリア，エ

ジプトではその模倣通貨が鋳造され，とくに 413BC 以降アテナイ通貨の

２９） Figueira (1998: 58-91). ただし，アイギナは 430BC まで鋳造し，キオスと
サモスは貢租金をもともと納めず，またイオニア［小アジア北西部］やヘレ
ポントス諸都市では在地の局地通貨を鋳造し続けていた。von Reden (2010:
75)
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供給が低下する中で，ペルシャ国王やそのサトラップがスパルタ艦隊の水

夫の支払い向けに鋳造し使用するようになっていた３０）。その関連で，アテ

ナイ貨幣統一令が同盟都市向けに 445~413BC の間に発布され，「すべて

のメンバーはエレクトロン貨の使用者を除き，自身の銀貨を生産すること

を禁じ，代わりにアテナイ銀貨を使用しなければならず，旧貨はアテナイ

へ運び再鋳造される」という内容であったとされている３１）。しかしながら，

445BC までには多くの鋳造所が閉鎖されたが，突然の停止や消滅はなく，

この時点ではアテナイ通貨の強制力はなかったのではないかと推測されて

いる。統一令の発布が何時であったかについては論争があり，大きく４０

年代と２０年代に分かれて推定されていたが，統一令の石碑の字体の研究

等により２０年代相当，つまり戦争の後半に出されたという見解が有力に

なっている３２）。戦費の調達と管理の上で通貨統一の必要性が高まったとい

う事情が大きな要因であったろうと解釈されている。

フィゲイラは，統一令が前半の４０年代に出され，その趣旨は同盟諸都

市自身の利益に沿うように，アテナイ通貨を強制するより局地通貨と共存

し融合するところにあったと主張したのであるが，彼のテキスト解釈と時

期推定については否定的な見方が強くなっている。しかしながら，前５世

紀半ばですでにアテナイ通貨は人気があり，強制的使用は必要でなかった

という彼の指摘は，統一令が２０年代になって当時の戦争事情から発布さ

れたであろうことで矛盾せず，アテナイ通貨が早い時点で国際通貨として

の信用をえて，その後も継続したことは，統一令の時期とは関係なく，信

用という貨幣の本質的条件から理解可能である３３）。通貨に対するアテナイ

人の姿勢は，ペロポネソス戦争後しばらくして 375/4BC に発布されたニ

３０） Kraay (1976: 73-74), Figueira (1998: 530-34).
３１） Howgego (1995: 44-46), Figueira (1998: 319-413), Mattingly (1999).
３２） 伊藤 (1981: 245-47, n. 2) の展望を参照。直近の動向については Hadji and

Kontes (2005), Rhodes (2008) を参照。
３３） Figueira (1998: 392-410), von Reden (2010: 77-78).
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コフォン法にも表れている。戦後の通貨不足の中で通貨の品質低下と偽造

貨幣が出現するようになり，その状況下でアテナイ政府は持ち込まれた通

貨の品質維持とその流通を貨幣検査と銀行家を通じ保証しようとした。市

場における通貨の信頼性を保持することにより取引費用を減らして取引を

容易にする方策がたてられたことが窺えるのである。

２．３ アテナイ経済と国家財政

交易と貨幣から第３の要素となる国家財政に目を向けてみよう。その意

図は，先に述べたように，交易という交換の領域とそれを媒介する貨幣が

存在すれば，自ずと資金循環の構図がアテナイを中心としたエーゲ海域全

体に成立するようになるところにあり，その循環を成立させる残りの（貨

幣を発行する）部分として国家財政が登場するからである。

表３に，アテナイ国家にかかわる財政指標（貢租金，政府収入，準備金）

が載せてある。貢租金はデロス海上同盟結成により同盟都市からアテナイ

の金庫に納められた資金である。５００タラントンという基本的金額が予定

されていたとはいえ，実際はそれ以下の金額が３０年代まで納められてい

たのであり，431BC にペロポネソス戦争が勃発すると，順次（強制的に）

貢租の金額が上昇していった。それに合わせて，金庫に蓄積された準備金

は増加していき，３０年代のペリクレスの公共事業によりその取り崩しが

行われ，428BC には６，０００タラントンに減っていたことが窺える。その

後，戦費中心に支出が増えていき，412BC には準備金は底をついてしま

っていた。この期間，収入は貢租金も含めて戦争直前では１，０００タラント

ンほどであり，バークによれば貢租金その他でおよそ６００タラントン，ア

テナイ国家固有の収入が４００タラントンほどであった３４）。戦争中は各種の

増税と寄付等により政府収入は２，０００タラントンにまで増加したが，準備

金が枯渇していったことから，戦費その他支出は収入以上であった。財政

３４） Burke (2010)
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赤字の事情は，この時期の銀貨発行量の突出ぶり（図２）からもうかがえ

る。

戦争後，アッティカ地域内の耕地荒廃とラウリオン銀山の採掘停止など

により，収入は激減し，支出の大幅な削減を余儀なくされた。デロス海上

同盟解体とともに貢租制度は廃止され，その後第２次海上同盟が結成され

て，貢租金としてではなく安全保障上の自主的な貢献分として資金が再び

アテナイに流入し，スパルタの勢力衰退と同時にアテナイの地位が向上す

ると，貢献分は強制的なものに変わり，その金額もふえていったが，同盟

市戦争 (357-55BC) により同盟が再び解体して，その後は資金の流入分は

大幅に減少した。政府収入は，おそらく前４世紀前半には大きく落ち込ん

でいたと推定され，355BC で１３０タラントン，その後エウブーロスの改

革を経て 340BC には旧に復して４００タラントンの正常収入に回復した。

表３ アテナイ政府収支（単位：タラントン）

BC 貢租 収入 準備金 備考

454

454-33

437以前

431

428

425

422

421

420

412

405-378

377-57

355

357-38

340

ca.338

ca.326

５００
３７０

６００
８００
１，５００

１，２００

廃止

２００‐３５０

４６‐６０

１，０００

２，０００

１３０

４００
６００

１，２００

９，７００

６，０００

７，０００
０

Meiggs (1972: 253, 325)

Andreades (1933: 309)

Andreades (1933: 321)

Thuc. II. 13.3, Xen. Anab. 7.1.27

Meiggs (1972: 325), Thuc. II. 13.3

Meiggs (1972: 325)

Aristophanes Wasp. 655-63

Andro. III. 9

Andreades(1933:321)

Aristophanes Frog II, 725-26

Andreades (1933: 314)

Dem. X. 37-38

Andreades (1933: 314)

Dem. X. 37-38

Plut. Vit. Lyc. 脚注参照

Plut. Vit. Lyc.
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カイロネイアの戦い (338BC) の直前には，おそらく６００タラントンまで増

え３５），その後リュクルゴスの改革を通じて銀山収入や中継交易関連の収入

を増やして２倍の１，２００タラントンまでの規模に達したとされる。

要約すると前４世紀の財政事情は，前半が銀山経営の低迷と銀貨発行の

低水準，海上同盟解体と貢租金廃止により，大幅な減収（おそらく 355BC

と同水準）が発生したと推定され，第２次海上同盟の実質貢租金復活によ

り，収入は３００～５００タラントンに増加したと考えられる。その後の同盟

解体により大減収となるが，ラウリオン銀山の再開発が軌道に乗って再度

４００タラントンの収入に戻り，リュクルゴス改革を通じてカイロネイア後

のアテナイは通商国家へ転換を図り，１，２００タラントンもの収入を確保す

図２ 年間アッテカ・ドラクマ銀貨発行量

注） Sverdvup and Schlyter (2012) より作図

３５） Plut. Vit. Lyc. ６０タラントンを６００タラントンの誤記とする見解については
The Speech against Leocrates, Lycurgus, edited by A. Petrie, p.xviii, n. 3を参
照。さらに Thirlwall (1840: 142)も参照されたい。

４７７／４７４４７３／４７１４７０／４６８４６７／４６３４６２／４５８４５７／４５５４５４／４５３４５２／４４９４４８／４４１４４０／４３２４３１／４２５４２４／４２０４１９／４０７４０６／４０４ ３９４ ３９３／３８３

１００万ドラクマ／年
２０

１８

１６

１４

１２

１０

８

６

４

２

０
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るに至ったが，ヘレニズム期になるとマケドニアとの対立の中で，アテナ

イの地位は順次低下し，同調するように人口と政府収入も低下していった。

以下ではこのような前５世紀戦争直前と前４世紀の政治情勢をふまえて，

雨宮 (Amemiya 2007) によるアテナイ経済モデルを使って，当時の経済状

況を推定していくことにしたい。雨宮経済モデルの特徴は，成員が農民層，

富裕層，（製造業，サービス，交易に従事する）都市住民層に分けられ，政府

部門と外国貿易部門が加わって，アテナイ経済を構成する形になっている。

各部門は，農産物，（サービス，交易を含めた）製造物からの収入と製造

部門に従事する労働者・奴隷に分配される賃金と国家から支給される役職

手当があり，富裕層においては所有する工房や船舶，事業者・商人への貸

付からの収益がある。他方，支出としては，穀物や食料，その他の支出が

あり，家事・事業，鉱山向け奴隷や原材料の購入があり，租税・寄付負担

などがある。国家は，貢租金や収奪・没収などの資金のほかに，在留外人

税，奴隷税，関税，市場税などの税収と鉱山開発の請負・手数料などの収

入があり，役職，兵士，三段櫂船給付，公共事業，祭祀関係などの支出が

ある。それぞれの部門の収支が黒字である場合，貨幣（銀貨）の留保分と

なり蓄積に回ることになり，また国内の財・サービスの需給の差額は，外

国との交易（輸出・輸入）分となり，貿易収支を形成する。

次のアテナイ貿易収支表（表４）は，ペロポネソス戦争以前（433/2BC

頃）とカイロネイアの戦い直後（338/7BC 頃）を想定して，上記の経済モ

デルから推定して導出されたものである。戦争直前までの前４３０年代の物

価は，前４世紀に比べて低く，およそ２／３であったと想定しているため，

輸出入金額は前４世紀後半に比べて大きくなっていない。また前４世紀半

ばに想定された雨宮氏の国際分業（製造物その他支出の輸出と輸入）の設定

より前５世紀後半は国際分業度が低かったと想定したため，その製造物等

の輸出と輸入の金額はより小さな規模になっている。全体として，433/2

BC と 338/7BC の外国貿易額上の差異はさほど大きくならなかったが，
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前５世紀戦争直前の物価水準を低く見積もったことから，その実質輸出入

は相対的に大きくなっていることには留意されたい。

この経済モデルから導かれた２つの時期の貿易収支の内容は，ある面で

似ており，別の面で異なっている。相似点は，生活上不可欠な穀物・食料

の輸入と原材料輸入を賄うために，銀貨と（サービス，商業を含めた）製造

物の輸出が不可欠になっていたことであり，他方異なる点は分担金（貢租

金）の多寡である。第１次海上同盟の結成と解体は，アテナイに非交易ル

ートの資金流入をもたらし，これが国内の公共事業のみならず準備金の蓄

積と戦費の調達を容易にしていた。戦後の同盟解体と銀山経営の停滞なら

びに戦乱による耕地の荒廃という状況下では，穀物・食料の輸入の制限を

せざるをえなく，人口減少と低迷を前４世紀初めには余儀なくせざるを得

なかったであろう３６）。それでも製造業・金融・交易部門の存在は制限され

ながらも穀物調達に貢献したであろうと推察される。実際，アテナイは消

費都市のみならず生産都市でもあったことが指摘され，非農業部門の経済

活動は多岐にわたり，古典期には１７０もの職種が存在していたことが確認

３６） その他の食料やその他支出は本来需要する水準より３割以上削減せざるを得
なかったと推定される。付録参照。

表４ アテナイ貿易収支
単位：タラントン

ca. 433/32BC ca. 339/38BC
輸出 輸入 輸出 輸入

貢租金
銀
農産物
製造物

５００
７６２
６７

１，３７４

穀物
食料
製造物
奴隷
原材料

６７１
６９５
３０３
１７７
８５７

分担金
銀
農産物
製造物

６０
８２５
１００
１，４６６

穀物
食料
製造物
奴隷
原材料
その他

６１２
６３７
３４５
１３１
７００
２６計 ２，７０３ ２，７０３

計 ２，４５１ ２，４５１

注） ca.339/38は Amemiya (2007: 110) の分担金を修正して表示．
ca.433/32は筆者推計．
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されている３７）。前４世紀後半に第２次海上同盟が崩壊したのち，エウブー

ロスによる改革で，鉱山経営の復活のみならず，マケドニアによるヘレポ

ントス航路への圧力が高まる中で，ペイライエウスの港湾設備や外国人の

海上貸付訴訟制度の整備などにより，再輸出を含めた交易規模の大幅な拡

大を実現して収入の増加を確保するに至ったといわれる。さらにカイロネ

イアの戦い後，リュクルゴス政権下で政府収入が３倍増になったとされ，

再輸出むけ輸入分に絡めて関税や倉庫保管料を確保し，関税・市場税，船

舶の賃貸などを強化することにより政府収入の増加を図り，支出を増やす

原資を確保したとされるのである３８）。

古典期におけるアテナイを中心としたエーゲ海域の交易ネットワークを

上記の経済モデルから推計された貿易収支表から再度眺めてみることにし

よう。共通して見られたことは，アテナイに必要とされる穀物，食料，そ

の他の物品ならびに原材料を購入するのに必要な資金を，アテナイ国家で

は銀貨支払いと製造物輸出により調達するという構図が継続して成立して

いたことである。アテナイ帝国が成立していた時期には，同盟都市からの

貢租金の流入があったのであるが，それがなくなったとしても原材料を輸

入して（サービス，商業を含めた）製造物を輸出する枠組みはなくならなか

ったと推定されることであり，残りは一部銀貨発行により，他は貢租の形

で埋め合わされてきたということである。

海上同盟が成立していた前５世紀後半において，同盟諸都市は貢租納入

のため絶えず銀貨（それもアテナイ銀貨）を調達する必要に迫られていたの

であり，アテナイへの農産物や原材料の輸出，もしくは（黒海，エジプト，

シチリアなどの）穀倉地帯へワイン，オイル，野菜等を輸出して穀物を入

手しアテナイに運ぶことにより資金調達を確保していた３９）。すでにふれた

３７） Harris (2008: 68-69). さらにアテナイにおける製造業（陶器，金属加工，織
物・衣服，木材加工・造船，建設，食料・化粧品など）の詳細については
Acton (2014) を参照。

３８） Hopper (1979: 107), Burke (1985).
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ように，原材料となる特産物を有した都市・地域は，それらをアテナイに

持ち込み，資金を獲得するという交易の枠組みにおかれるとともに，貿易

収支表からいえることは，平均すると交易代金の一部はアテナイの市場を

利用して種々の製造物を購入することによりアテナイに還流していたこと

であり，その規模は輸入総額の５０～６０％に及んでいた。それらの流れを

裏付けていたのが，大量に発行された銀貨であり，交易の支払いに使われ，

アテナイから流出していったが，５世紀後半の体制では全体の２割弱が貢

租の形でアテナイに還流し，アテナイ国家の支出拡大を支えていた。この

海上同盟が解体し，貢租ないし貢献分の流入が無くなっても，前４世紀後

半の銀山経営再開による銀貨の供給が大きく増加することにより，アテナ

イは交易活動の活性化を図ることができた。この２つ時期において，アテ

ナイ銀貨の大量発行と交易による銀貨の拡散は，アテナイ銀貨を国際通貨

へと進化させたわけであり，域内の貨幣経済化を大きく進展させたといえ

る。その際，前５世紀後半に成立したアテナイ帝国下における貢租という

非交易ルートの存在は，アテナイを中心とした強制的な資金循環を形成さ

せたという意味で，アテナイ銀貨が国際通貨になるためのもうひとつの要

件であったといえよう。一度獲得されたアテナイ銀貨の信用力は，戦争後

の窮乏期（貨幣不足の時代）のアテナイにあっても国際通貨としての信認を

継続させたのであり，ニコフォン法の成立はその信用を維持するための方

策であったといえる。

前４世紀前半は，この意味でアテナイにとって試練の時期であったわけ

で，銀山経営の停滞と貢租の廃止は，交易を継続し人口を維持するための

３９） エーゲ海周辺の地域の特産物がアテナイ一か所に集まっていたことは
Ps. Xen. AP 2.7で記述されている。さらに 432BC までには，アテナイはエ
ーゲ海を「閉じられた海 (closed sea)」に換えてしまい，必要物資の輸入と
全商品の流通を同盟諸都市間で規制する能力をもつようになっていたという
(Garland 1987: 28)。またアテナイ帝国下における「閉じられた海」の形成
と維持がヘレポントス管理官 (Hellespontophylakes) や諸都市に派遣された
アテナイ人役人に負っていたことについては Finely (1978: 11-20) を参照。
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基盤を失うことになりかねず，文献上の乏しさにより肯定的な見解はみら

れないようであるが，非農業部門の輸出による貢献はこの窮乏期にあって

不可欠となり，この時期を乗り越えアテナイが再度海上同盟を結成するに

至ったことはその貢献の存在を間接的ながらも証明していたといえよう。

とりわけ，文献上この時期から銀行家の活躍が目立ってくる。銀行家の多

くが交易に関与し，ペイライエウス港周辺で活躍していたことを考慮に入

れれば，この時期の非農業部門の輸出貢献分の中で，「見えざる貿易 (invis-

ible trade)」と呼ばれる交易に関わるサービス，すなわち，運輸，船舶修繕，

海上貸付，両替，市場売買と保管などから得られる収入がかなりの程度占

めていたのではなかろうか。それは，アテナイ（ペイライエウス）がエーゲ

海域の交易の中心地であり，中継交易地であり続けたことを意味してい

る４０）。

２．４ 金融仲介者（銀行家）

前５世紀のアテナイを中心にした経済循環体系は，すでに述べたように，

貢租金，銀貨輸出，ならびに穀物・原材料の輸入と主要製品・サービスの

輸出からなる交易活動によって成立していた。海上同盟の諸都市からの貢

租金の還流とラウリオン銀山からの銀採掘，ならびに国内製品輸出と交易

活動による利益によって得られた資金を使い，過大ともいえる人口を養う

のに必要な食料と原材料を獲得していた。その点で交易活動はアテナイの

経済を維持するうえで不可欠であったのであるが，その担い手はもっぱら

私的商人の手に委ねられていたのであり，国家としての役割は，交易航路

の安全を保障するところにあり，その点で海軍力の維持が必要であった。

４０） ペイライエウス港については次の記述がある。「［ペイライエウスのエンポリ
オン］は遅くても前４世紀まで，おそらくペロポネソス戦争勃発時にすでに，
多くのギリシア都市国家にとって主要な交易センター (entrepôt) になってい
たのであり，供給地と直接取引するよりペイライエウスに船を向ける方がよ
り便利になっていた」(Garland 1987: 85)。
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それら商人たちは貧困市民もしくは在留外人や外人によって構成される

ことが多く，比較的富裕なアテナイ市民が交易事業に関与する場合は，資

金の出し手として代理人などを同行させる出資型（パートナーシップ）の形

態をとることが多かったとされている４１）。アテナイ帝国の下では，私的商

人たちは遠方からの交易に従事しても，その交易港であるペイライエウス

に穀物や資材を比較的安全に持ち込むことができ，またそこで必要な資材

・製品を購入するか銀貨をえることができるので，彼らにとってアテナイ

むけの交易活動は比較的利益の上がる事業であった４２）。

当時のエーゲ海域はアテナイ銀貨が国際通貨の地位を固めてきたとはい

え，局地的な通貨圏が健在であった時期であり，交易拠点であるペイライ

エウスには多くの商人たちが来航して資材と共に貨幣を持ち込み，交易を

おこなうために両替や他の金融サービスをもとめたであろう。両替商の名

は前５世紀半ばに現れ，銀行家の方は前４世紀になると頻繁に現れてく

る４３）。銀行家の前身はおそらく両替商であり，当初は交易拠点において商

人向けに両替を引き受けながら，資金保管（預金），受取・支払い，証人，

保証人引き受けなどの交易活動に必要なサービスに拡大していき，最終的

には貸付にまで至ったと考えられる４４）。

交易事業は，とくに遠距離交易になると，利益があるとはいえ航路上の

安全性と交易相手との関係性の点から危険のともなう事業となり，単なる

両替（と資金の管理）を生業とした金融業者には関与する対象となりにく

い。そのような交易対象の融資には，海外物資を必要とする資金力のある

市民が商人・船主と組んで出資し共同で交易をおこなう ekdosis と呼ばれ

４１） 前沢 (1977b: 139)，伊藤 (1981: 221).
４２） Garnsey (1988: 132). イソクラテスやクセノフォンはペイライエウス港がヘ

ラス（ギリシャ世界）の中心であり，すべての物品が揃い，往路の積荷に見
返りに銀を含めて商人が欲しがる商品を復路に購入することができるとして，
市場としての魅力を述べている。Isoc. 4.42, Xen. Vect. 3.2

４３） Bogaert (1968: 61, 63)
４４） Isager and Hansen (1975: 90-95)
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る出資形態が支配的であったであろうといわれる４５）。銀行家の活躍がペロ

ポネソス戦争後に顕著になるとすれば，前５世紀におけるペイライエウス

での活発な交易活動は，一方では交易拠点 (emporion) での両替を中心にし

た金融仲介者の活動と，他方では事業出資の形で有力市民から商人たちに

資金を出資する融資活動に二極化させたのではないかと考えられる。そし

てこの二極化を変容させたのが，ペロポネソス戦争後（前４世紀前半）の

政治，経済情勢の変化であったと考えられるのである４６）。

ペロポネソス戦争後，人口がほぼ半減するほどアテナイは低迷状態にな

ったのであるが４７），コリントス戦争を経て前３９０年代末には黒海への航路

を再度確保し，その後大王の和約を経て，前３７７年には第二次海上同盟を

結成して，スパルタの勢力を後退させエーゲ海域の安全保障を確立するに

至る。前３７１年にはレウクトラの戦いでテーベがスパルタを破りその台頭

を許すことになるが，前３６２年のマンティネイアの戦いでテーベは敗れて

衰退し，他方アテナイはその帝国主義的な姿勢を再度強めていった結果，

同盟都市の反感を買い，ついには同盟市戦争が起こって前３５５年第二次海

上同盟は解体した４８）。興味深いことには，これら国際情勢の変化の時期

（前３９１年，３７１年，３５５年）に対応して，銀行家たちの世代交代が生じてい

たことである４９）。

ペロポネソス戦争後の１０年ほどは，アテナイは人口半減とスパルタに

よる制海権の把握によりきわめて困難な状態にあったと考えられる。貢租

金や鉱山収入の喪失の中で海外からの必要物資は，制約されていたとはい

４５） 前沢 (1977a, 1977b)
４６） エルクスレーベンによれば，前５世紀中葉にいたる海上交易の担い手はアテ

ナイ市民であったが，後半になると商業活動は外人の手に移行する。４世紀
半ばになると出資者・商人ともに外人の比率が上昇してくるという。Erxle-
ben (1974: 472-73) さらに伊藤 (1981: 221) 参照。

４７） Strauss (2014: 86)
４８） Garnsey (1988: 134), Burke (1990).
４９） Bogaert (1968: 86-88)
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え交易でしか確保ができなかったであろう。第１世代の銀行家たちは，そ

のような困難な状況下で依然として中心的な中継交易港であったペイライ

エウスの中で活躍していたものと推定される。９０年代末からの黒海航路

確保とともにボスポラス王国からの穀物などが継続的に輸入されると，ビ

ザンティオン，ミュティレネ，キオスなどのトルコ側海岸の同盟諸都市と

の間にネットワークが復活する５０）。それと同時に，第二世代の銀行家が活

躍するようになる。

パシオンはその中で最も有名で成功した銀行家であるが，彼の活動はペ

イライエウスでの商人たち (emporoi) への金融サービスだけでなく，エー

ゲ海内で同業者との交流関係を築き，彼自身ないし代理人を派遣して顧客

との案件を処理するなどして信用上のネットワークを形成して，ギリシア

商人たちの信頼をかち得たといわれる５１）。ペイライエウスに来航する商人

たちはパシオンの銀行に口座を作ったとされ，その信頼と口座に預けられ

た資金の一部を商人たちに担保をとりながら海上貸付を行っていたであろ

うことは十分考えられる。前３７０／６９年に死去する際に，不動産や家屋・

家具，工房などの他に３９タラントンもの債権を残していたとされ，莫大

な財産形成には在留外人として活躍した銀行家時代に海上貸付のようなハ

イリターンの海上貸付が多様な相手を対象に行われていたと考えてもおか

しくはない５２）。この第２世代の銀行家はおそらく幅広く貸付を行っていた

と考えられる。前３７１年にレウクトラでテーベがスパルタに勝利する時期，

５０） Burke (1990)
５１） Dem. 50.18, 56, 52.3, 8, Isoc 17.19.
５２） 銀行と海上貸し付けについては，否定的な立場に Bogaert (1965, 1968: 355-

56)，Millett (1991: 188-98)，肯 定 的 立 場 に は Erxleben (1974: 490-92)，
Thompson (1979: 232-37)，Cohen (1992: 171-83) がそれぞれあげられるが，
主な収益源として海上貸付以外の貸出利息 (Bogaert 1968: 357-58, 1986: 19-
24)，海上貸付利息 (Cohen 1992: 114-15)，金融サービス収入 (Thompson
1979: 239-240)，両替手数料 (Millett 1991: 216-17) をあげておりさまざまで
ある。伊藤 (1981: 224-25) も肯定的であり「日常接触の機会の多い銀行から
海上交易商人たちが出資を受ける可能性は，かなり高かった」と述べている。
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幾人もの銀行家の破産が生じていた。テーベの脅威がアッティカに及ぶも

のとして取り付け騒ぎが起きたのではないかと推測されている。

前３６０年代はテーベが勢力を誇った時期であるが，アッティカの投資家

にとっては鉱山のような地上の物件については及び腰である一方で，海上

同盟による交易の安定性が強化されたところから海上交易は利益ある投資

対象であったに違いない５３）。パシオン銀行の後継者であるフォルミオンは

銀行業務のみならず，船舶を所有して交易業務に関与していたとされ，い

わば商人的銀行家の如き活動をしていた可能性がある。同盟市戦争により

ビザンティオンが離反した後，フォルミオンの船が抑留の状態になり，そ

の案件処理のため代理人を派遣したとされている５４）。フォルミオンを含ん

だ第３世代の銀行家は，流動的な政治情勢の中にありながらも強化された

海上同盟の下で交易が活発化していくという環境の中で銀行活動を行って

いったが，海上同盟の破綻というインパクトを受けて，次の第４世代にバ

トンタッチしていったものと思われる。

第４世代の銀行家は海上同盟破綻後前３２０年代までの極めて活発な交易

活動の期間に活躍した人々に対応する。前４世紀後半になると海上貸付の

事例が数多くみられ，銀行家周辺では在留外人や外国商人の間で交易向け

の貸し付けが頻繁に行われたことが窺われる。実際，商人や船主 (naukleros)

向けに同業者や市民が資金を貸し付けたり，仲介者となって出資者を集め

たりしており，銀行家も仲介者や保証人として行動するだけでなく，担保

を取りながら貸し付けを行っていた。

この時期は，アテナイが海上同盟解体により同盟都市からの資金（貢献

syntaxis）が流入しなくなった結果，代替策として海上交易の振興とラウリ

オン銀山再開発などにより政府歳入を増加させる方策が講じられたエウブ

ーロスやリュクルゴスの改革時期に対応していたのであり，４０年代のマ

５３） Hopper (1953: 293, 251), Burke (1990), Jansen (2007: 364-66).
５４） Dem. 45.64. 船舶所有の可否については伊藤 (1981: 222-23) を参照。
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ケドニアへの対抗とカイロネイア後の協調の中で，結果的に海上交易が活

性化し，すでに述べられたように３０年代以降のリュクルゴス時代には政

府収入が３倍にも増えており，その主因としてペイライエウス港を中心に

交易がきわめて活発化したことによる収入の増加があげられている５５）。こ

れにはヘレニズム時代夜明けの貨幣膨張と東地中海の交易活性化が大きく

関わっていたことが考えられ，第４世代の銀行家の活躍は，このような政

治・経済情勢の展開をも背景にしていたのである。

３． ヘレニズム期：エジプトとローマ

３．１ 東地中海交易の展開

334BC から始まったアレクサンドロス３世（大王）の東征以降，１０年

余の間にペルシャ帝国が倒され，その領土を引き継ぐ形で大帝国が形成さ

れた。323BC に大王が没すると後継者戦争が長期にわたり継続し，紀元

前３世紀初めにはマケドニア王国，セレウコス王国，プトレマイオス朝エ

ジプト王国が成立し，小アジアの王国を含めてこれら王国は，前２世紀半

ばにローマが台頭してくるまでヘレニズム期前期の政治・経済体制を形作

っていた。その体制は，それ以前の古典期に比べて，東地中海全域にギリ

シア文化を浸透させており，交易，貨幣，政治，文化面において共有され

た広域（ヘレニズム）世界が形成されるにいたった。古典期のエーゲ海周

辺を中心にした都市国家群に比べて，ヘレニズム期では先に述べた３つの

国家とアナトリアの小王国が加わり，相互に対立していたとはいえ，交易

面とまた貨幣供給の面で，そしてギリシア人の大量の移動（移民）の面で，

それ以前とは比べようもない規模で大変動が起きていたのである。

交易は，その活動領域の拡大により質量ともに活性化していった。その

結果，交易の中心地（中継港）はアテナイ／ペイライエウスからロードス

島に移っていき，交易の流れは大きく変わっていった。ロードスはその海

５５） Burke (1984, 1985, 1990)
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軍力を保持することにより，アテナイに代わって制海権を獲得し，海賊退

治などにより航海の安全を保障し，その中継港としての地位を保持してい

た５６）。この体制は前２世紀前半に発生したマケドニア戦争により崩れ，そ

の後デロス島が自由港になることにより交易の中心はそちらに移っていっ

た。

その主題となるべき交易活動の内容であるが，全体像を把握するのはな

かなか困難を伴う。しかしながら，幾つかの分野のサンプルを抽出するこ

とにより，その活動の一端を探ることは可能である。ひとつは，難破船の

時期別分布である。次の図３は地中海における難破船データベースからエ

ーゲ海／東地中海の部分を抽出しグラフ化したものである５７）。これによれ

ば，紀元前３世紀から紀元１世紀前半にむけて難破船の数が大きく増えて

図３ 難破船：エーゲ海・東地中海

注） Strauss (2013)：難破船推定期間を一様に分布するものとして期待サンプル数を計算して
いる。

５６） Gabrielsen (1997: 43-46, 100-11)
５７） Strauss (2013)
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おり，それを交易活動の代理指数とみなせば，船舶の大型化という傾向も

加味して，交易活動がヘレニズム期に東地中海においても大きく活性化し

ていたことが窺われる。

もうひとつの指標は，アンフォラという容器（陶器）の出土分布である。

図４と図５は，エーゲ海の主要なワイン産地から主要な輸出先への動きを，

出土地のアンフォラを産出地別に分類することにより推定したものである。

メンデやアカントス，タソスといったエーゲ海北部の産地からのアンフォ

ラの動きは，前４世紀（古典期）から前３世紀にまたがった期間に累計さ

れた出土数を表したものであり，近隣のトラキアや黒海むけの動きが顕著

であったことを窺わせる。キオス，クニドス，コス，ロードスといったブ

ランド化したワインの産地からの動きは，アテナイ，アレクサンドリアむ

図４ アンフォラ出土先からみた交易図（１）

注） Panagou (2016: table 9.4) から作図。数値は出土数を表す。

エフェソス
３cBC 後半，２cBC
中～１cBC 初

キオス
３cBC～１cBC

アカントス
４cBC 中～３cBC 初

メンデ
４cBC～２cBC 初

コルキュラ
４cBC 後半～３cBC
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けが顕著であり，とくにクニドスからアテナイむけの動きが著しく，他方，

ロードス産アンフォラは出土規模が非常に大きく，とりわけアレクサンド

リアむけはその出土数からも桁外れになっている。そのロードス産アンフ

ォラの時間的推移を追っていったグラフが図６である。前３世紀にはいり，

その数を大きく増加させ，前２世紀半ば以降減少に転じて，前１世紀前後

には大きく減少していた。図５からアレクサンドリアむけの出土数は１０

万を超えているとされているが，その多くは未整理のままであるため，図

６には反映されていない５８）。一部の地区からの出土に限定して，その推移

図５ アンフォラ出土先からみた交易図（２）

注） Panagou (2016: table 9.5) から作図。数値は出土数を表す。

５８） グレコ・ローマン博物館（アレクサンドリア）にアレクサンドリア発掘のス
タンプ付きのアンフォラの把手 (handles) が１５万個以上保有されており，そ
の内２／３がロードス産と推定されている (Empereur 1998: 398)。同じく把手
から産出地と年代を推定したグレースの先行研究 (Grace 1985: 42) があり，

ロードス
４cBC 末～１cBC

クニドス
４cBC 後半～１cBC

コス
５cBC 後半～１cBC

タソス
６cBC 末～５cBC 前半
４cBC 前半～３cBC 後半
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が図６の点線グラフで図示されており，それによれば前２世紀後半の動き

が全体の動きとずれており，これはデロス自由港化の影響を受けてロード

ス産アンフォラがアレクサンドリアむけに大きくシフトした状況を反映し

ているのではないかと推測されている５９）。またアレクサンドリアのみなら

ずエジプト各地でロードス産アンフォラが時期的に集中して出土しており，

エジプトにおける海外ワインの需要の所在を投影していたといわれる６０）。

図６ ロードス・アンフォラ出土推移図
Rhodian amphora
6133 specimens

注） Lund (2011: Fig. 13.3, 13.4)

ベナキ・コレクションおよそ１８，０００個の把手のうち６８％がロードス産であ
り，第Ⅱ期 (240-205BC) の年平均個数が３４，第Ⅲ期 (205-175BC)７０，第Ⅳ
期 (175-146BC)７８，第Ⅴ期 (146-88BC)２２７，第Ⅵ期 (108-88BC)１６３であり，
第Ⅴ期，第Ⅵ期にロードス産アンフォラの輸出が増加したことが窺える。ロ
ードス産アンフォラの地域・時代別分布についてはさらに Rauh (1999: 166-
68, Fig. 2) を参照されたい。

５９） Lund (2011)
６０） 周藤 (2014: 331-45, 2016)
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ロードス産ワインの見返りにロードス商人たちによってエジプト（ならび

に黒海）から運ばれ，エーゲ海の顧客に売られたのが穀物であった。図５

からも推察されるように，ロードスはエジプト，黒海，そしてシチリアも

含めてエーゲ海地域に穀物を供給する中継基地でもあった６１）。

紀元前２世紀後半になると，ローマが台頭してくる状況に呼応するよう

に，イタリア商人の存在が東地中海域において顕著になってくる。とくに

第３次マケドニア戦争 (171-168BC) 後，デロス島がアテナイ領有になり，

実質自由港化してイタリアとの交易が活発化し，デロス島ならびにその他

都市にイタリア商人（と他地域の商人）が滞在・居住するようになった。こ

の時期以降イタリアとの交易が活発した様子は，例えばイタリアン・アン

フォラの出土数の推移からも窺える。ルンドによれば，160BC 頃を境に

出土数が急激に増加し，140~40BC まで２０年ごとにほぼ３００前後の出土

を記録している６２）。イタリア人はデロスのみならず，アテナイやエフェソ

スにも居住することになるが，エフェソスは 100BC 頃では，出土したア

ンフォラは在地産や（ロードス，クニドス，コスなど）近隣産が大半を占め

ていたのに対し，50BC 頃では分布が大きく変わり，イタリア産が３６％

も占めるようになっていた６３）。イタリア産アンフォラはワインやオリーブ

油用の容器として使われ，滞在していたイタリア商人の消費需要に対応し

たものと解釈されていたが，クニドスやコス産ワインがブランドものとし

てイタリアで重宝されるようになった動きに対応して，比較的安価なイタ

リア産ワインが前１世紀になるとエジプトなど大量消費地向けにロードス

産にとって換わっていったと解釈することもできる６４）。これらの前２世紀

６１） Casson (1954), Belthold (2009: 51-53).
６２） Lund (2000: Fig. 10). ウィルによれば３，０００ものイタリア・アンフォラ一覧

表のなかで４０％がアレクサンドリア発掘であり，２４％がデロス，２１％がア
テナイからのものであった (Will 1997: 110)。

６３） Lawall (2005: 205)
６４） イタリア人居住者むけ消費については Rostovtzeff (1941: 1254), Rauh (1999:

169) を参照。威信，価格，品質からワイン需要を説明する見方については
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後半以降の交易の流れの変容は，難破船数の増加から示唆されるマクロ経

済的な上昇傾向と政治的影響の変化を合わせて読み取られるべきであるこ

とを示唆している。

３．２ 貨幣

ヘレニズム期前期の貨幣供給は圧倒的な規模であったといわなければな

らない。これが東地中海交易の活性化につながるのであるが，供給の第一

因は交易より王国の統治目的にあり，領域国家内の租税徴収と政府支出の

有効化にあったというべきである。貨幣供給量の推定は硬貨そのものの推

定より，比較的残りやすい，硬貨を打刻する打ち型 (dies) の推計を通じて

行われてきた。ヘレニズム期初期の打ち型の数量（アッティカ・ドラクマ換

算）は，ドゥ・カラタイにより次のように推計されている。

（没後）アレクサンドロス大王 (332-290BC) ３９，３００dies

没後フィリッポス２世 (?) ９，０００dies

リュシマコス (299-281BC) ２，８３０dies

の計５１，１３０dies である６５）。紀元前３世紀初め鋳造済みの都市の分を加え

ると，総計約６５，０００dies となる。打ち型あたりおよそ２万個の硬貨

(drachma) が打ち出されるとして，貨幣金額になおすと２１６，７００タラント

ン，銀換算で５，６７５トンになる。これはおよそ金３００トンと銀３，０００トン

で構成されていたという６６）。とくにアレクサンドロス大王の遠征によりペ

ルシャ帝国で保蔵されていた銀塊を銀貨に鋳造しなおしたことが大きく寄

与していた６７）。

Lund (2000: 87-88) 参照。
６５） de Callataÿ (2006: 93)
６６） de Callataÿ (2006: 108-9). 打ち型の推計と打ち型あたりの硬貨鋳造量の推計

については，de Callataÿ (2006: 6-76), Esty (2011) を参照されたい。
６７） アレクサンドロス大王がペルシャ帝国金庫から収奪した金額は１８０，０００タラ

ントンであったといわれるが (Diod. 17.71.1)，332-290BC のアレクサンドロ
ス貨発行推計額はおよそ９０，０００タラントンとされ，収奪額に対応している
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先の述べた交易活動の進展とその変容は，交易を通じ資金の移動をダイ

ナミックにもたらすことになる。さらに第２次ポエニ戦争後のローマの台

頭は，ヒスパニア，マケドニア，アフリカ，そしてアシアを属州化し，そ

れら属州からの租税徴収により非交易ルートを介した資金の移動をもたら

した。図７にはヘレニズム期の平均鋳造量が（ただし打ち型数をアッティカ

単位に換算して）表示されている。各王国と都市国家で鋳造された（アッテ

ィカ単位に換算された）打ち型数量と鋳造期間から年平均打ち型数を算出し，

それらを期間ごとに数量調整して表示している。したがって，期間ごとの

数量は実際の数量ではなく，鋳造期間で平均化された値であることに注意

されたい。さらにプトレマイオス朝エジプトでの鋳造額は没後アレクサン

ドロス銀貨をより軽いプトレマイオス銀貨に鋳造しなおした可能性が高い

ため，図７では重複を避けてその打ち型数量は除外されている。このよう

わけでなかった (de Callataÿ 2011:23)。

図７ ヘレニズム期銀貨年間平均発行量（打ち型）

注） de Callataÿ (2006: 119, 121) より作成
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な留意点がありながらも，図７からは 359~287BC における貨幣鋳造量が

著しく大きなものであったことが窺える。それ以降の期間の鋳造は，例え

ばセレウコス王国のケースでは，アレクサンドロス銀貨の減耗とその更新

に対応する程度の鋳造規模であったといわれ６８），別の例ではアテナイ (164/

63~87/86BC) で発行された新型（ステファノス）銀貨がある一定量を維持し

て鋳造されており，デロス自由港にあってその通貨は周辺唯一の国際通貨

として使用され，その供給が維持されていたといわれている６９）。

もちろん，全体から見た貨幣ストックの変化は図からも判別しがたい。

この点についてもドゥ・カラタイの推定があって，100BC 頃の貨幣流通

量は２４，０００dies であり，およそ銀２，０１６トンであったとされ，これに対

しローマとイベリア半島ではおよそ８９４トンであり，紀元前３世紀初め銀

３，０００トンの３０％弱となる。前２世紀初めにおける貨幣ストックの７割

が地中海東部に留まり，残りがイタリア（ローマ）に流れたことを意味す

る。そして前１世紀前半のイタリアの銀流通量は１，０００トンほどになった

とされる７０）。この変化は，前２世紀後半以降の租税と交易による資金の流

れの変化が大きく変わり，ローマに資金が集中するようになり，共和制後

期（とくに前１世紀）ローマの経済成長につながった。同時に東地中海（ヘ

レニズム）世界からは資金が流出し，一種のデフレ状態を引き起こしたの

ではないかと推測されている７１）。

このようなヘレニズム期を通じた資金移動の変化と偏在とは別に，ヘレ

ニズム期前期においては依然として地域交易圏と地域通貨の組み合わせが

６８） Aperghis (2001: 93-95)
６９） Bresson (2016: 425-27), von Reden (2010: 85).
７０） de Callataÿ (2006: 109-10, 112)
７１） 明確な証拠があるわけでないが，バビロンの価格データからは前４世紀末の

価格暴騰後，170BC 頃まで緩慢な物価下落傾向が観察され (van Leeuwen,
Folvari and van Zanden 2015: Fig. 20.1, van der Spek, Foldvari and van
Leeuwen 2015: Fig. 19. 1)，エジプトにおいても 160-130BC に物価が最低水
準になっていた (von Reden 2010: Fig. 10)。
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健在であり，表５のように古典期と同様に，アッティカ単位とは別にアイ

ギナ単位やコルキュラ単位があり，アナトリア地域の他に東地中海南部

（エジプト，シリア，キプロス）を領有したエジプト王国内ではプトレマイオ

ス銀貨が（アッティカ単位の）没後アレクサンドロス銀貨より軽い重量単位

で鋳造され流通していた。国際通貨としてのアッティカ単位通貨も健在で

あったが，それよりも軽い単位の通貨を鋳造・流通させることにより，両

替コストを高めて地域通貨圏を維持しようとしていた。古典期から続く地

域交易圏の頑健性を示す証拠ともいえる。他方，国際通貨の単位はローマ

の台頭と共にアッティカ単位（４．３g）からデナリウス単位（３．９g）に移っ

ていくのであるが，それでもヘレニズム期を通じて多くの場所で鋳造され

たアッティカ単位の没後アレクサンドロス銀貨や新スタイルのアテナイ銀

貨は国際通貨として流通した。それは，その発行体である権力と権威そし

て財政的圧力，軍事的ニーズ，そして王都や宮廷の需要から無関係ではな

かった。その中で地域通貨が維持されてきたのは，「それ自身単純に貨幣

政策では変形できない経済パターンの部分」７２）があったからであり，地域

７２） von Reden (2010: 85)

表５ ヘレニズム前期銀貨重量単位 (g)

地域交易圏
テトラドラクマ ドラクマ

アイギナ
コルキュラ
ペルシャ
アッティカ
キオス
プトレマイオス
ロードス
キストフォリ
ローマ

１７．３‐１６．８
１５．６
１４．３

１３．６‐１３．４
１２．６

６．１
５．７５‐５．０
５．６

４．３‐４．２
３．９
３．５５
３．４
３．１５
３．９（デナリウス）

注） Mo/ rkholm (1991: 9) から抜粋。
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交易と地域間交易の多層構造は容易に崩せない構造的なものであったから

といわざるをえない。

最後に，次のエジプトに入る前に，国家銀行 (demosiai trapezai) にふれ

ておこう。ヘレニズム期に入り，ギリシア世界の銀行活動に注目すべき変

化が生じていた。国家（公共）銀行というべき，都市国家に直属した金融

組織が出現していた。230BC 頃にミレトスで国家銀行の存在が確認され

ているが，より早期にアテナイのリュクルゴス政権下において政府内に銀

行家が配置されていたとされている７３）。また前４世紀末にアモルゴス島の

都市アルキシネを舞台に国家銀行が存在し，ナクソスの貸主とアルキシネ

市の間に借入契約がむすばれ，その担当者が仲介と管理にあたっていた。

ガブリエルセンによれば，国家銀行が長期間相当量のリスクフリーな貸付

をおこない，富裕企業者と協力，仲介に積極的にあたっていたという。ま

た，ヘレニズム期の都市は貧窮状態にあったわけでなく，起債をするほど

信頼性があったこと。結果的に 230BC 頃にミレトスの例まで時代を下る

のでなく，実質上紀元前４世紀末には国家銀行が存在していた。またミレ

トスのように，市民から恒久的な利付き預金の形で出資してもらい，見返

りに死亡時まで給付する年金（利子）を約束して，国家銀行の資本を形成

していた７４）。市民のみならず，ほかの多くの資産運用を行っている（私的

銀行家，金貸商人，聖殿，都市など）関係者から資金を集め，貸付の仲介を

行っていたわけであり，資金量の豊富さから金融上の規模の利益を国家銀

行は享受していたともいえる。国家銀行は政府にとっても都合の良い存在

であった。公共貸付活動を国家銀行に移転させることにより公的借入と租

税の間のバランスをどう取るかという一般的な問題に対処する能力を得る

ことができたからである７５）。

７３） Bogaert (1968: 88-89)
７４） Gablielsen (2005: 144-46)
７５） Gabrielsen (2005: 149)
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３．３ エジプト

エジプトは紀元前７世紀からのギリシア人の交易活動を通じて彼らと接

することになり，その過程で貨幣が伝播して前４世紀末までにはギリシア

移民の中ではなじみのあるものとなっていたが，貨幣取引はエジプトの中

ではあくまでエリートサークルに限定されていた。貨幣（硬貨）が本格的

に導入されたのは，アレクサンドロス大王のエジプト征服時であり，その

後を引き継いだプトレマイオス朝においてであった。大量のアレクサンド

ロス貨が供給された後も，エジプトの実質支配者であったプトレマイオス

により同通貨がエジプトにおいてもより軽量の単位で発行されていたが，

306BC に国王（プトレマイオス１世ソテル）に推挙されて，王国固有の硬貨

が発行されるようになった。その後の過程で，エジプト内に全面的ではな

いが貨幣経済が浸透し，前２世紀にはエジプト神殿まで完全に貨幣経済に

取り込まれていた。さらに銀行家はすでに１世ソテル時代に私的銀行家と

して存在しており，その後王立銀行，（外貨両替を扱う）認可銀行が設立さ

れたが，後者は紀元前３世紀末に外貨交換が禁止されるとともに消滅して

いった。前２世紀以降になると，私的銀行家が両替を主要業務にして再び

みられるようになった７６）。のちに述べるエジプト特有の王立銀行 (basilikai

trapezai) の設立にあたっては，ヘレニズム世界で顕著となった国家銀行の

影響があったとされる７７）。エジプト国内では租税納付や賃金支払い，小取

引における貨幣（硬貨）の使用という貨幣経済化が進んでいくが，その制

度上の転換について，プトレマイオス２世（フィラデルフォス）の改革 (265/

64BC) が果たした役割を見落とすことができない。

��

265/64BC において次のような事項で改革が行われた７８）。第１は租税徴

７６） Bogaert (1994: 57, 1998: 169-70)
７７） Bogaert (1994: 39-40)
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収のみならず独占事業，公共事業において全面的に請負 (farming) システ

ムがとられたことであり，第２は閉鎖通貨システムであり，王国固有の銀

貨が鋳造されたが小取引をよりスムーズにするため青銅貨が大量に発行さ

れ，実質上青銅本位制となって地方経済（ノモス）内の資金循環を支えた

こと７９）。第３は王立銀行を国内に立ち上げ，各ノモス（州／県）を中心に

王立銀行・支店網をつくり，請負，納税，政府支出を含めた州政府の経済

活動の円滑化を図ったこと。最後にセンサスを実施し，土地，人口調査を

行い，人頭税や労役賦課のための基本台帳を作成したことである。これら

はそれまでの時代と特別異なるものであったわけでなく，一部はギリシア

世界で育まれた制度・慣習を導入したものであり，一部は古代王朝から継

続してきた制度・慣行の延長であった。改革はこれら制度的要素を組み合

わせて，王国内で閉じられた通貨システムを通じて国内を貨幣経済化して

統治しようとする試みであったということができる。

王国内はノモス（州／県）という行政単位で区画され，固有の経済循環

システムが形成されていた。各ノモスは州 (nomos)，郡 (topos)，村 (komê)

の３層構造になっており，それぞれに行政官，書記が配置されていた。財

務面ではトップに財務官 (oikonomos) が置かれ，郡，村にそれぞれの財務

官が配置され，さらに州レベルで会計上の監査のため監察官 (antigra-

pheus) が配置されていた。また州財務官の直下に王立銀行があって，３

層構造に沿って銀行，銀行支店，収税署 (logeutêrion) が存在していた。各

ノモスには租税，公共事業，（ごま油，ビール，塩，パピルス，織物などの）

独占工房の請負業者がいて，耕作者としての農民がおり，州政府に勤務す

る官吏，軍人（兵士，傭兵），在地軍人，地主そして商人などがいた。

７８） Manning (2010: 128-57)
７９） 銀ドラクマと青銅ドラクマの交換比率は，c. 265-220BC には１：１であった

が，c. 220-200BC には１：２，c. 200-180BC に１：６０，c. 180-164/3BC，c. 130-
30BC に１：１２０となって，王国の銀不足と青銅貨の大量発行の状況を反映し
ていた (von Reden 2010: 151)。
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貨幣経済化が自然には進んでいなかった地方では，各種請負と租税納付

により資金の移動が行われ，祭祀や公共事業，買い付けなどの州政府支出

や官吏・軍人等の消費行動により資金が循環する構造が人為的に出来上が

っていた。センサスを通じて塩税（人頭税）が農民に貨幣納の形で賦課さ

れ，対して公共事業（とくに灌漑水路の補修）に強制的に駆り出されて，請

負業者を通じて賃金が支払われ，塩税納付の資金源となっていた。そのほ

かに独占工房向けの原材料が割り当てられ，その対価が支払われていた。

独占工房はまた生産と販売の請負業者がいて，その産物は独占的に州内で

供給され（一部政府により買い付けされ，残りは市場で）販売されていた。農

民は王領地の請負人（小作人）として行動し，地代を現物で納めていた。

その穀物は収集官吏 (sitologos) によって集められ，地方の穀物倉庫に一端

納められ，必要分以外はアレクサンドリアの国王倉庫に集められ，エジプ

トの有力な輸出産物として販売されていた。在地軍人には軍人保有地

(klêroi) があって，そこにも請負業者が介在し，作付け，収穫，販売を請

負い，地代を貨幣で納めていた。州政府役人（官吏，兵士）も俸給を受け

て消費を行い，州政府自身祭祀や公共事業，宮廷関係の支出をしていた。

一般に政府に関わる請負業者は，オークションを通じて請負を認可され，

予め担保（証拠金）となる金額を納めなければならなかった。

これらの貨幣を通じた受け取り，支払いはほとんどが王立銀行を介して

行われていたのであり，租税，担保などは銀行の政府口座に振り込まれ，

また公共事業などの資金も請負業者の口座に振り込まれていた。農民は塩

税収集の請負業者やその代理人，収税吏 (logeutês) から受領証をもらい，

納税の証明とした。村落ごとの銀行支店や収税署に蓄積された余剰資金は

州都の王立銀行に集められ，支払い分を差し引いた余剰分は，銀貨に直し

て首都の国王金庫に送金されていた。それら王国の（貨幣，穀物など）収入

と支出の財務一切を統括していたのが財務大臣 (dioikêtês) であり，王国の

官僚組織の頂点にいる存在であった８０）。
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以上の資金の流れは，まだ全体像を完成させているわけでない。収入を

構成する資金は政府関係者（官吏，兵士），在地軍人，地主，請負業者，農

民などといった人々に流れていたわけであり，彼らの支出（消費）はノモ

スごとに存在した市場（商人）を通じて物資購入にむけられていたであろ

う。王国内で調達できない分は，海外を通じてアレクサンドリアの市場に

て調達されたはずであり，国内全体を見ると首都・州都・郡邑の階層ごと

に市場が形成されており，これら階層化された市場ネットワークを通じた

図８ プトレマイオス朝：ノモス経済

８０） プトレマイオス朝の地方行政組織，租税制度，産業独占一般については例え
ば柘植 (1969)，各種租税と受領証については Muhs (2005: 41-84)，租税，地
代，賃金については von Reden (2007: 84-150) を参照。

８１） プトレマイオス時代村落レベルで市場が成立していたことが指摘されている
(Alston 1998: 174 n. 15)。ローマ帝政時代になるが，中エジプトの都市
Oxyrhynchus では他地域とのコンタクトの内，南北１８０㎞圏内で４５％，首都
は２５％占めていたという。エジプトの都市センターはノモスの経済センタ
ーの役割を果たしていた (Alston 1998: 191-92)。
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資金還流があって最終的に王国全体の資金循環が閉じられることになる８１）。

その際，各ノモスではおもに青銅貨が使われて，ノモスごとに資金循環が

遂げられていたとすれば，首都向けの資金（主に銀貨）はノモスごとにど

こからか調達されなければならず，その資金源として考えられるのは，独

占工房や神殿，軍人保有地，贈与地から供給される特産物や農産物が市場

ルートを通じて首都ならびにその他の州都向けに販売されて得られた貨幣

収入であろう。その資金が（apomoira 税貨幣納分，職業税など）各種税や請

負担保金の形で州の王立銀行に集められてノモス内の支出分を控除した余

剰分が最終的に首都に送金されていたと理解され，図８で集約されるよう

に，エジプト王国内で市場ネットワークが改革と併せて同時に（またはそ

れ以前に）形成されていたと考えることができよう。

��������	
��


首都ならびに各ノモスに配備された王立銀行，支店，収税署という銀行

システムは，現物税の納付が主体となる再分配（司令）経済が依然として

大きなシェアを占めるなかで，意図的に貨幣流通を図ることにより租税納

付の貨幣化を進め，貨幣供給の不足を補い財務上の業務をスムーズに遂行

するために統治上不可欠となる制度であった８２）。すでに述べられたように，

租税の請負制と貨幣納付の仕組みは，資金循環を制度的に組み込むために

も，（商人の仲介により構築される）市場の整備・発達を補足的に促す必要が

あった。資金循環の枠組みが大筋の部分で制度化されれば，残りは自然発

８２） 穀物収集吏によって穀物が村落から首都まで収集され輸送される（現物収
税）モデル I に対し，穀物以外の一次産品や製造物を大規模に開発，収取
するために私的資本（請負）を利用した（貨幣収税）モデルⅡの世界が存在
する。これは「フィラデルフォスの収税法」の実践化に帰結するようなシス
テムでもある (Turner 1984: 150-51)。他方，穀物の運送と船積みは民間の手
に委ねられたとされ，船舶業者は首都への運賃だけでなく，首都での物資の
買い付けと地方への搬送による商業行為も行っていた (Thompson 1983: 70-
71, 74-75)。他の主要物資についても同じような組織があったと考えられて
いる (Fraser 1972: 148)。

古代東地中海地域における国家，貨幣，銀行：アテナイ，エジプト，ローマを中心に

― ―４１



生的に埋め合わされて取引全体が発展して資金循環は構造化されていく。

その大筋とは，ひとつは各ノモス内で制度化された塩税（人頭税）やその

ほかの貨幣税の納付と州政府の貨幣支出（官吏・軍人給料，公共事業，祭祀，

強制買付，輸送など）であり，もうひとつは余剰資金の首都への送金であり，

その他穀物やワインなどの現物納付による収入をもとに，首都アレクサン

ドリアで創出される祭祀費，軍事費，宮廷費などの膨大な貨幣支出であ

る８３）。

これら首都の支出が穀物以外のさまざまな食料，物資の需要を形成した

のであり，一部海外交易を刺激して海外ワインなどの大量輸入を派生的に

もたらした。さらに国内の産物に対する需要にもなって，近郊の下エジプ

トや中エジプト・ファイユームの地域で特産物の生産と販売を促したと考

えられる。ノモスにおける独占工房の（ゴマ油，塩，亜麻布などの）産物や

ワイン，オリーブ油，果実・野菜など農産物の販売は，ノモスの領域内に

留まらず，（強制買付分も含めて）首都むけにも輸送，販売されていたと考

えられる８４）。このような状況で，王国の商取引のシェアは限られていたと

８３） アレクサンドリアの人口は，ディオドロス (Diod. 17.52) によれば６０BC に
自由民の人口が３０万人であり，ストラボン (Strab. 16.2.5) が 24~20BC の間
に訪れた際は５０万人と推定されている。シャイデルは，近世の江戸とロン
ドンを参考に，住民人口は紀元前３世紀末には定常状態に入ったと想定し，
250BC 頃に３０万人程度となり，その後次第に４０万人に近づいて行ったと
推定している。プトレマイオス王国の貨幣収入はプトレマイオス２世時に
１４，８００タラントンであり，国庫に蓄積された金額は７４０，０００タラントンに
及び，貸付により富を増やしていたといわれる。王国末期のプトレマイオ
ス１２世時には１２，５００タラントンであり，アレクサンドリアの分を除くと
６，０００タラントンであったといわれる (Fischer-Bovet 2014: Table 3.1)。

８４） 地方から首都に大量に供給された物資は，穀物，ゴマ油，亜麻布，パピルス
であったとされ，不足が生じないように現物納入と独占工房請負により確保
が政府により図られていた (Fraser 1972: 147-48)。ディオニィソス的祭祀や
国王の浪費はエジプト内の消費習慣に影響を与え，王国の政治的経済的戦略
の一端であったとの解釈もある (von Reden 2011: 423-24)。ギリシア人を主
体とした（軍隊を含め）王国の大量の需要は，ファイユームでのブドウ栽培
とワイン醸造，エンマ―麦から小麦への転換，請負による独占工房の生産と
販売を刺激し，対象物資の生産と消費の増加をもたらし，国内と首都の市場
力を高めることになった (von Reden 2011: 435-38)。ワインやオリーブ油は
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はいえ，ノモスの州都ならびに首都，そして海外向けに様々な取引が行わ

れていたと想定され，王国の銀行家が徴税と州政府支出の財政業務だけで

なく，顧客との間のネットワークの枠内に限定されながらも，私的取引に

対応した資金決済，移転，融資を行っていたことに注目すべきである。

フォン・レーデンによれば，王立銀行の機能は「ノモス（州）政府の貨

幣供給を保証し，個人顧客の取引を実施する」８５）ことにあったという。徴

税と支出の財政業務のほかに，収税業者の口座に振り込まれた金額と租税

請負業者の請負目標額を年度内の一定期間（１～３ヵ月）に均衡化させるこ

とにより，州政府は期間ごとに保証される租税金額を処理することが可能

となった。また支出に関しては，関係者の給料，賃金に対し納税義務額を

銀行の口座のなかで控除して相殺することが可能であった。すなわち，政

府に勤務する官吏，軍人のみならず，請負業者を含めてそれぞれの口座に

資金が振り込まれ，または支払われることにより，振替 (giro) がなくても

一銀行内の口座間で資金移転が可能であった８６）。

また先に述べたように，王立銀行のヒエラルヒー構造により，村落の収

税署から，その残高が期間内に，郡の支店を通して州中央銀行に移され，

州政府口座に集められた資金は，州財務官 (oikonomos) にとって年度内に

あっても利用可能になった。支出分を差し引いた余分の資金は，さらに首

都の国王金庫に送金され，中央政府の貨幣収入となった。以上のように王

立銀行のシステムは，州政府の資金回転を高め，貨幣供給を実質的に増加

させる機能をもっていたことがわかる８７）。

民間の事業に委ねられ，前３世紀に在地軍人保有地のブドウ栽培者は
apomoira 税上の優遇措置をうけており，外国産ワインの高関税とともに在
地ブドウ栽培の刺激策がとられていた (Fraser 1972: 166)。さらにファイユ
ームにおけるブドウ栽培については Clarysse and Vandorpe (1998: 67-70) と
開発と作物一般については周藤 (2014: 136-41) を参照。王国の祭祀と顕示的
消費については周藤 (2014: 120-28)，ならびに波部 (2014: 61-64, 123-222)
参照。

８５） von Reden (2007: 256)
８６） von Reden (2007: 257, 269-75)

古代東地中海地域における国家，貨幣，銀行：アテナイ，エジプト，ローマを中心に

― ―４３



請負業者が土地管理や租税収集，独占事業に関わることにより，利潤追

求事業の機会が市場活動以外にも広がることになった。これらの事業の相

互依存性は，銀行を通じた取引の機会も増やすことになる。首都や外国の

都市との関わりを持つような（海外交易などの）大規模事業は，国王を含め

た少数の特権階層に限定されていたように思われるが，多くのノモスで活

躍した請負業者や商人たち，そして土地の贈与を得た高官たちの所領管理

人やその下で従事するさまざまな代理人たちは，顧客層として銀行との取

引関係をむすんでおり，彼らの地位や事業に根ざして築かれたネットワー

クにしたがって，銀行は融資や支払・受取などの金融サービスを提供して

いた。賃金の分配，利子受取，資金移転などに関わる商業上の支払い・受

取りを容易にし，請負契約や賃貸契約も銀行を通じて実施されていた８８）。

また口座保有者は銀行に向け支払指図書 (written orders of payment) を送

ることにより，代理人が遠隔地で取引を行うことを容易にし，口座がなく

ても貨幣支払いや受け取りを銀行が受け付けることにより異なる場所での

資金管理を可能にし，取引の法的保障を与えることにもなった８９）。ただし，

それら指図書はあくまでも口座保有者や代理人，銀行の間の個人的知己の

関係に限っており，為替とはかけ離れたものであった。つまり，前３世紀

においては「ギリシア人のみ，とくに特権的地位をもった在地軍人，国王

スタッフが口座を保有し，銀行はギリシア文化と政権の次元内で位置づけ

られる」９０）ものであった。他方では，ギリシア人とエジプト人との同化が

８７） von Reden (2007: 268-73)
８８） 前３世紀半ば，財務大臣アポロニオスの贈与地 (dôréa) の管理人ゼノンは，９

人の銀行家（４王立銀行家，５認可銀行家）と取引関係をもっており，銀行
家たちは租税徴収のみならず，商業上の支払いや貸付を管理人または主人の
代理人むけに行っていた (Bogaert 1991)。また Oxyrhynchus 州の銀行家に関
わるパピルス文書で，銀行家が政府業務だけでなく顧客むけサービスも行っ
ており，その際パビルスのストックが自分自身だけでなく政府当局のために
も求められていたことが窺われ，エジプト特有の銀行行政と活動の内情を垣
間見ることができる (Lewis 2001: 50-52)。さらに銀行家の活動については
von Reden (2007: 286-89) も参照。

８９） von Reden (2007: 290)
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進んでいった前２世紀になると，すべての階層が支払いを行うために私的

銀行を使っていたとされている。ボゲールによれば「紀元前２世紀のエジ

プト銀行の顧客と前４世紀のアテナイの銀行顧客を比較したとき，エジプ

ト銀行内では大きな民主化が進展していたといわざるをえない」９１）のであ

る。前３世紀半ばになると銀行への支払指図書が見出され，その形式も二

重文書から単一文書に簡素化されていったが，前１世紀になると口座保有

者が別の銀行への資金移転と指定受取人への支払いを指図する文書がいく

つも現れ，正副（控え）があって小切手として使用されていたと推測され

ている９２）。ただし支払人と受取人は知己の関係にあり，第三者への譲渡は

可能でなく，完全な交換手段としては機能しなかったが，現金移動だけで

なく，銀行間の債権債務の発生により資金移転があったとして，貨幣使用

を節約する機能を持っていたと考えられる９３）。そこにプトレマイオス期

（と続くローマ帝政期の）エジプトにおける貨幣経済化と付随した銀行制度

による資金決済機能の発展を見て取ることができる。

３．４ ローマ：経済発展と銀行家

共和制ローマが対外的に大きく進展していく時期は，紀元前３世紀後半，

とくに第２次ポエニ戦争後である。とりわけ，前２世紀になると，ライバ

ルとして君臨したカルタゴ，マケドニア，セレウコス王国を次々と征服，

従属化して地中海周辺地域を属州化していった。その動きと並行してイタ

リア国内の経済のみならず対外交易も発展し，付随して銀行家ならびに金

融業者の活動が活発化していった。第３次マケドニア戦争後，東地中海の

拠点としてデロス島が自由港化し，イタリア商人のみならず多くの外国商

人そして銀行家が滞在し，交易中継基地としての役割を果たすようになっ

９０） von Reden (2007: 294)
９１） Bogaert (1998/99: 138-39)
９２） Bagnall, R. S. and R. Bogaert (1975), Bogaert (1994: 245-52).
９３） Bogaert (1994: 252)
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た。すでにふれたようにイタリア商人の存在が大きくなり，ロードスから

デロスへの交易の重心移動が顕著にみられるようになった。東地中海地域

にとってイタリアの存在が政治面だけでなく，経済的にも大きくなってい

ったことを示している。

この背景には，イタリアの経済発展が大きく関わっていたわけであるが，

それはすでにホプキンズ・モデルとして表現されたように，政治的（非交

易）ルートを経た資金フローと交易（市場）を通じた資金フローで構成さ

れる資金循環体系が，イタリアへの資金流入超過がみられながらも紀元前

２世紀後半以降地中海世界で成立していたことに負っている９４）。地中海沿

岸地域（ヒスパニア，アフリカ，マケドニア，アシア）の属州化は，属州税，

賠償金，貸付利息と返済，地代といった形でローマ（イタリア）への資金

流入を恒常化させ，それをもとにローマ貨幣（デナリウス）が大量に発行

された。これが，海外での軍事支出や国内の公共事業のための資金となっ

ただけでなく，民間への資金浸透により元老院・騎士階層を中心にした大

規模な収益事業，とくに海外交易への投資に向かわせ，国内の経済発展の

一因にもなった９５）。紀元前２世紀初めから，ガリアや東地中海むけのワイ

ン輸出が（コサやポンペイなどを拠点にして生産された）アンフォラを通じて

観察されるようになり，ブリンディシ産のアンフォラに積まれたアドリア

海周辺産出のオリーブ油がアレクサンドリアやその他のエーゲ海都市にむ

けて運ばれていた９６）。逆に，奴隷や中東産の奢侈品がコス産やキオス産な

９４） Hopkins (1980, 2002)，明石 (2009).
９５） 当然ながら海上貸付など対外投資には運用上危険分散の発想も組み込まれて

いた。大カトーは借り手たちにパートナーシップを結ばせ，彼自身一株のみ
所有して解放奴隷を派遣して航海に関与させたという (Plut. Cat. Mai. 21. 5-
6)。貸付分はおそらく担保をとって保証を取り，他方収益分は株をシェアす
ることにより信用リスクを削減したものと解釈されている (Kay 2014: 145-
46)。

９６） Will (1982, 1997, 2000). ポンペイ産のアンフォラで運ばれたワインは，前
３世紀第４四半期には地中海中に輸出されていたが，そのワインはおそらく
コス産ワインの模倣であったとされている。ポンペイのワイン販売者たちは
アンフォラをコス産のものと似せて作らせ，ワインを販売していたのである
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どのギリシア・ワインと共にイタリアへ運ばれており，イタリア本土にお

いて事業拡大による奴隷需要と富裕層を中心にして旺盛な消費需要が生ま

れていた９７）。

前２～１世紀のローマの経済発展については，次の表６のようにケイ (P.

Kay) により大胆な仮説に基づき数量化が試みられている。名目 GDP（所

得ベース）の推計は Scheidel and Friesen (2009: 79-82) の方法に従い，所得

分布の形（べき乗則による分布）を事前に仮定して，（資産の６％相当として推

計された）限られた所得情報を投入することにより全体を推計している９８）。

(Will 2000: 32-33)。
９７） 前２世紀にはギリシア産のワインは少なかったが，前１世紀には増加したこ

とが M. ウァッロの言葉で伝えられている (Plin. HN. 14.96)。さらにカエサ
ルがディクタトル時ならびにヒスパニア戦争凱旋時でキオス産とファレルヌ
ム＝ワインを与え，３度目のコンスル時の祝宴ではキオス産，レスボス産，
マエルティニ（シチリア＝メッサナ）ワインとファレヌム（国産）ワインが
与えられたという (Plin. HN. 14.97)。なお，ファレルヌムというイタリア産
ワイン・ブランドの形成については鷲田 (2005) を参照されたい。

９８） Kay (2014: 289-97)

表６ ローマ共和制後期経済

200 150 100 50BC

人口（０００）
自由民（％）
都市部（％）
奴隷（％）

３，１９２
８０
１４
６

５，０２３
７６
１４
１０

５，９１０
７２
１４
１４

５，８４５
５９
２０
２１

国家支出（百万 HS）
私的消費（百万 HS）
その他消費・投資（百万 HS）
名目 GDP（百万 HS）
GDP 貨幣経済化率（％）

５５
８２３
９３
９７１
３９

８０
１，７９８
５９０
２，４６８
５６

１４１
２，４３６
１，１８１
３，７５８
６８

イタリア貨幣流通量（百万 HS）
流通速度
デフレータ １００

２８０
１．２６
１２０

８６４
１．４３
１８０

９８８
２．４７
２３４

注） Kay (2014: 183, 284, 298-303, 305, 314, 317, 320, 322)
4HS（セステルティウス）＝１デナリウス
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人口については，シャイデルが言及しているように，イタリア自由民の人

口は，内戦と海外戦争による兵力の消耗と徴発ならびに（死亡率の高い）

都市への流入，植民都市への移民などにより大きく影響をうけ，非都市部

のイタリア国内の自由民人口は，ローマ市やその他都市人口の増加もあっ

て，全体として停滞を余儀なくされた９９）。他方で富裕層の奢侈的消費や事

業への投資拡大により労働需要が増加し，自由民の供給の停滞化を埋め合

わせるように奴隷の輸入が急拡大し，その人口比率を大きく高めたことが

表から窺うことができる。

貨幣供給の増加は，図９に表れているように，海外からの収奪により大

量に銀がイタリアに流入し，それはまた政府支出とくに軍事支出（兵士給

付，報酬）と連動していた１００）。変動しながらもフローとしての貨幣発行は

蓄積して 150~50BC の間に２億８千万 HS から３．５億 HS にも増加した

ことになる。イタリア経済全体が貨幣経済化されたわけではないので，貨

幣経済化の進展 (150BC: 39%→50BC: 65%) を考慮に入れて，貨幣経済化さ

れた分の名目 GDP と（銀行信用も加えた）貨幣流通量との比率を求めて，

流通速度を算出すると，150BC の１．２６から 50BC には２倍の２．４７へ上

昇し，貨幣の回転速度（貨幣使用の効率化）がこの間に高まっていったこと

が読み取れる。同じ期間（穀物価格で表示された）デフレータが２倍に上昇

しており，名目 GDP は 150~50BC の間に３．９倍弱であったのに対し，

実質はおよそ２倍になっていた。紀元前２～１世紀の間のローマ共和制後

期の経済発展の背景には，先に述べた諸要因（収奪，貨幣流入，交易）の他

に，付随して貨幣供給のスピード以上に経済成長を可能にした信用供給の

成長があったことになり，それを実現可能にした信用供給者（貸し手），金

９９） Scheidel (2007: 323-29)
１００） 図９では Crawford (1974) の貨幣鋳造の系列に Harl (1996) の賠償金の系列

を接続させているが，後者の系列を１／４にスケールを縮小させて接続させて
いる。このことは，賠償金による金銀流入のうち１／４が貨幣鋳造に回り，残
りはそのままで使用もしくは退蔵されていたことを示唆しているのかもしれ
ない。

成城・経済研究 第２１７号 （２０１７年７月）

― ―４８



融仲介者，借り手（事業者，商人）を結ぶ金融仲介の制度的展開がこの時

期に存在していたことに注目する必要がある１０１）。

再度のべることになるが，前２世紀後半から前１世紀にわたるローマ世

界の東地中海地域への進出は，イタリア本国の経済発展と呼応するように

（出資者も含めて）ローマの実業家たちに大きな利益獲得の機会を与えるこ

とになった。彼らは，属州地の租税回収や土地担保貸付（高利貸し）のみ

ならず，本国のワインやオリーブ油の輸出の見返りに，中東，インド経由

の奢侈品の輸入や本国の労働需要に対応した奴隷交易に従事していたので

あるが，実際彼らが関与してきた職業的範囲は各種の商業，輸送や金融業

／銀行といった特定分野に限定されることなく，より包括的，利益追求的

図９ ローマ共和制後期貨幣と支出

注） Crawford (1974: 694-707), Harl (1996: 41-42)

１０１） 銀行など金融仲介者の活動については Kay (2014: 113-28) を参照。さらに
Andreau (1999: 9-63), Verboven (2002, 2009) を参照。
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であったといってよい１０２）。

交易拠点となっていたデロス島では，イタリアから元老院や騎士階級の

家族や親戚，彼らの代理人や友人，解放奴隷・従者が事業体のメンバーと

して到来しており，小アジア，中東（シリア），エジプトなどからの交易者

・商人たちも同じく滞在して，奴隷や奢侈品の取引の場を自然に形成して

いた。各商人たちはそれぞれの宗教結社 (collegium) に所属し，その中で

相互出資した資金 (collatio) からリスクのある海上交易向けの融資が行わ

れていた１０３）。もちろん，銀行家も多数存在し，多くの交易商人・船乗り

が集まる島内において銀行に資金を預け，両替や支払・振り込みなどの金

融サービスを受けていたのであろうし，一部は商人たち向けに貸し付けが

行われていた。銀行の性格上，リスキーな海上貸付への依存度は低かった

と考えられるが，交易拠点であるデロス島内にあってその区別は相対的な

ものであったのでなかろうか１０４）。88-85BC のミトリダテス戦争による破

壊と虐殺の後，商業の拠点は軍事的プレゼンスも手伝って小アジアに移り，

デロスの交易拠点としての価値は急速に低下し衰退していった１０５）。

一般論として，経済発展の途上にあったイタリア本国において，銀行家

の登場は早く前４世紀末には見られ，前３世紀半ばにはその活躍が確認さ

れる１０６）。前２世紀半ばに，スキピオ・アフリカヌス・エミリアヌス（アフ

１０２） Andreau (1985: 384-85). アンドローはこの時期の金融業者が帝政期の後継
者より裕福であり，地理的にも大きく移動していることを指摘し，その移動
が大きな金融機会を彼らに提供していたとものべている。

１０３） Rauh (1993: 259, 270, 287)
１０４） Rauh (1993: 257, n. 17). デロス島の著名な銀行家としてアスカロンのフィ

ロストラトス (Philostratos) の他に，M. ミナティオス (M. Minatios)，M. ゲ
リラノス (M. Gerillanos)，L. アウフィディオス (L. Auphidios) がいる。と
もに顕彰のために建てられた彫像の台座にイタリア，ギリシア，フェニキア
の emporoi（商人），naukeleroi（船主），ergazomenoi（貿易業者）といった
寄与者たちが刻まれており，彼らが銀行家の顧客であったことは想像に難く
ない (Bogaert 1968: 187-90, 193-96)。L. Auphidios やその息子 (L. Auphidios
Bassos) についてはさらに Rauh (1993: 214, n. 37) 参照。

１０５） Rostovtzeff (1941: 1024), Rauh (1993: 68-73).
１０６） Andreau (1987: 337-40, 1999: 30-31)
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リカヌスの養子）は２人の義理の叔母の夫に，持参金の残額（５０タラントン）

を自分の銀行口座から支払ったとされている１０７）。おそらく，同じ銀行内

の口座に振替が行われて資金が移動したと考えられ，資金移転のサービス

とともに一銀行家に多額の預金が預けられていた事実にも留意すべきであ

る１０８）。

銀行家そのものは預金の保全を第一にし，顧客への金融サービス（負債

の返済サービスも含めて）を提供し，リスキーな貸し付けを避ける傾向にあ

ることは，ギリシア人銀行家と同様である。しかし，他方ではこの時期の

金融業者たちの行動は多様であり，銀行家 (argentarius) の業務に限定され

るものではなかった。一面で実業家であり，商人であり，高利貸しでもあ

ったのである。デロス島で有名な銀行家の一人がシリア，アスカロン出身

のフィロストラトスであり，前２世紀末か前１世紀初めに居住しており，

またナポリ市民でもあった。彼の名はデロス島の彫像の台座だけでなく，

シリアの聖廟（サンクチュアリ）の劇場建立募金リストや他の奉献碑文の中

にみられ，またナポリ市民同様にナポリ人により同胞として遇されていた

ことからも，彼がフェニキア，デロス，ナポリを股にかけた活動を行い，

奴隷交易や中東からの奢侈的な交易品を扱っていた実業家でもあったこと

が窺われる。

さらに紀元前１世紀キケロの時代には，negotiator として多様な経済活

動を行った人物としてラビリウス・ポスツームスがいる。当時 (57BC) ロ

ーマに亡命していたエジプト国王にエジプト国内の収入を担保に大口の資

金を融資し，王位回復後担保にしていた国内収入や独占事業の管理を財務

監督者としてアレクサンドリアで任されることになり，ほぼ毎日当地から

エジプト特産品（化粧品，亜麻，パピルスなど）を積載した船舶がプトリ港

１０７） Polyb. 31.27.6-7.
１０８） 同じく前２世紀後半のプラウツスやテレンティウスの喜劇の中には，同一銀

行家の口座間で振替が行われたことを示唆する記述がみられる (Plautus,
Asin. 436-40, Terentius, Phorm. 921-22)。
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にむけて出航していたという１０９）。その行為は，銀行家というより実業を

兼ねた商人的金融業者であったというべきであろう１１０）。この他にも，キ

ケロの時代には元老院や騎士階級の出資者がいて，金貸し (feneratores) や

資金仲介者を通じて実業家，商人へ事業資金が流れていた。プトリの銀行

家とされる M. クルウィルスやウェストリウスは金融仲介活動のみなら

ず，商業や他の事業活動を行っており，キケロやアティックスを含め，

様々なひとから融資を受けていた１１１）。クルウィルスはカリア（小アジア）

の諸都市に貸し付けを行っていたが，その資金はポンペイウスのものであ

ったとされ，彼のために運用を行っていたといわれる１１２）。ウェストリウ

スは，クルウィルスと同様にキケロにより言及されていたが１１３），彼らの

活動の内容から，両者とも単なる銀行家というよりむしろ実業家 (homme

d’affaire) といった方がよいとされている１１４）。

４． 結論：貨幣経済とは？

本稿で取り扱われた東地中海世界（古典期・ヘレニズム期）において，終

始問われていた主題は，貨幣経済をどのような枠組みで理解すべきかであ

った。これは，この地域において最初に硬貨が創造され，比較的短期間で

エーゲ海世界に広まっていった事情に一部は負っている。しかしながら，

より重要な点は，紀元前５世紀にアテナイがデロス海上同盟を名目にして

エーゲ海沿岸地域の覇権を握り，海上防衛の負担として各都市から貢租金

１０９） Cic. Pro Rab. Post. 40. Frank (1920: 227-28).
１１０） Bogaert (1968: 223)
１１１） Andreau (1997: 125-26). ウェストリウスがプトリで染料の製造をしていた

ことはプリニウスやウィトルウィウスの著書の中で述べられている (Plin.
NH. 13.57, Vitr. 7.11.1)。

１１２） Bogaert (1968: 224), Cic. Fam. 12.56. ちなみに M. クルウィルスの父 N. ク
ルウィルスはデロス島の奴隷貿易に参加していたといわれる (Rauh 1993:
47-48, n. 116)。

１１３） Cic. Att. 6.2.3; 14.12.3.
１１４） Bogaert (1968: 224)
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を納めさせたところにあり，結果アテナイへの支払い手段としての硬貨の

存在がクローズアップされたことにある。加えてラウリオン銀山を有して

大量の銀貨の供給を継続し，流動性の確保を維持してきたのであり，貨幣

供給をベースにして東地中海世界の交易が，ペロポネソス戦争が介在しな

がらも前５，４世紀の間に活発化し，ペイライエウス港は物資が集積する

ハブ港としての地位を確立することになった。貨幣は本来交換媒体として

交易を専門とする商人の共同体（商人的経済）から進化的に生み出される

という見解があるのであるが１１５），国家的信用を得て発行された硬貨は，

アテナイ帝国の枠組みの中で交換手段として極めて優位な位置を占め，利

用されるようになった。

この古典期の経験は，次のヘレニズム期に入ると，飛躍的な展開を示す

ようになる。それは領域国家の成立であり，統治手段としての貨幣（硬貨）

の大量発行である。そのきっかけとなったのが，アレクサンドロス大王の

東征であり，アレクサンドロス硬貨の大量発行であったことは言うまでも

ない。その後の後継者国家の対立の中で，それぞれの王国の通貨が発行さ

れ，国家への支払い（租税納入）手段として導入されたのであり，エジプ

トのように貨幣経済化への大きな推進剤となった。他方でギリシア人主体

の諸国家が成立するにいたって，東地中海を巡る交易活動の大展開が紀元

前３～１世紀に観察されるようになった。各王国ならびに都市国家固有の

通貨が発行されるとともに，依然としてアッテカ単位の銀貨（没後アレク

サンドロス銀貨，アテナイ銀貨）が国際通貨として使用され続けていた。地

域交易圏と地方通貨，ならびに東地中海全体の交易圏と国際通貨の関係が

継続して観察されたわけであり，通貨の大量発行と交易の活性化の環境の

なかで，交換手段としての貨幣が維持され，かつ発展していったことに注

目せざるを得ない。

このような一連の観察から，本題となる貨幣経済の枠組みをどのように

１１５） Hicks (1969: 63-68)
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理解するかという問題に対し，自ずと次の図１０で象徴されるような構図

が浮かび上がってくる。国家への貢納物の納入と国家による支出という再

分配の枠組みから生まれる「国家への支払い手段としての貨幣」という領

域と，交易ないし市場の交換過程から派生して生まれる「交換手段として

の貨幣」の領域が，国家の統治手段のひとつとして創造された貨幣（硬

貨）により，融合一体化されるという状況が表現されている。国家が貨幣

を支払い手段として利用し始めたとき，貨幣は市場における交換手段とし

ても機能し，国家への支払い手段の入手と国家の支出を実現する市場への

支払い（交換）の２点で，市場とリンクせざるを得なくなる。視点を変え

るならば，貨幣の国家支払い手段化は市場における貨幣の存在を前提条件

として実現する傾向にあったといえようが，エジプトのように市場が未発

達のケースでは，貨幣を人為的に（公共事業などを通じて）入手できるよう

に制度化される必要がでてくる。いずれにせよ，国家支払い手段として貨

幣が利用されるためには，先行または同時進行の形で市場の貨幣経済化

（交換手段としての利用）が進んで，国家と市場の領域を通じた循環システ

ムが成立していなければならなかった。古典期の東地中海においては，硬

図１０ 貨幣経済とは？
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貨以前の交易世界において，貨幣財が（鉄串，青銅鍋，銀塊などの形で）存

在しており，不完全とはいえ非硬貨の貨幣が利用されていた１１６）。ところ

が前５世紀になると，特にその後半には，アテナイ帝国の成立と共に貢租

金がアテナイに集中し，それを公共支出，戦費という形で散布するルート

が前５世紀後半には出来上がっていた。同時に，ペイライエウスを中心に

した交易システムが，アテナイの銀貨供給とともにほかの都市が貢租金の

ための銀貨を獲得する手段を提供することになり，結果エーゲ海を含めた

広域経済の貨幣循環システムが形成されることになった。

この２つの領域を融合した貨幣循環システムは，ヘレニズム国家（マケ

ドニア王国，セレウコス王国，プトレマイオス朝エジプト王国）にも固有の特性

をもちながら観られたのである１１７）。さらに前２世紀後半からローマが東

地中海でも台頭し，属州地から租税，地代，賠償金により資金を収奪して

イタリアへ流入させ，他方で公共事業，軍事費などの政府支出ならびに富

裕層の奴隷購入，中東からの奢侈財購入などにより，東地中海地域の交易

を活発化させ，そのルートを通じ資金が流出するという，（イタリアへの資

金流入が超過しながらも）ホプキンズ・モデルと称される貨幣循環体系がこ

の時期には成立していた１１８）。明らかに国家と市場の領域を，貨幣を通じ

統合するという貨幣経済の枠組みをそこに見て取ることができるのである。

貨幣経済が進行するにつれて，貨幣単位をベースにした信用供給の領域

が拡大してくる。貨幣と信用 (credit) は本来別概念のものであるが，貨幣

の使用が一般化してくると，信用のベースが貨幣単位で表現され，流動性

１１６） Kraay (1976: 314-15), Seaford (2004: 102-09), Kroll (2008).
１１７） セレウコス王国では，その広大な帝国内の主要都市ごとに貨幣循環システム

（政府支払い―租税回収サイクル）が成立しており，地方政府，都市センタ
ー，農村地域の間に銀貨を交換媒体にして食料，製品，サービス，租税など
のフローがあって貨幣が循環していた。そのために主要都市を中心に数多く
の貨幣鋳造所が設立され，貨幣の減耗分を埋め合わせるように貨幣（銀貨）
が供給されていたと考えられている (Aperghis 2004: 70-73, 245-46, 260-61)。

１１８） Hopkins (1980, 2002)，明石 (2009).
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不足が金融仲介を通じ補われるようになる。とりわけ，商業の分野では事

業者（商人／船主）が金融仲介者（または銀行家）を介して富裕層などの資

金提供者から融資を受け，事業に邁進することができる。また，交易港

(emporion) などで多くの商人が集まることにより，市場取引が活発化し，

同じく交易港で活躍する銀行家から商業行為をスムーズにするため金融サ

ービス（預金，両替，振替，短期融資など）の提供を受ける１１９）。他方では，

遠距離の交易にはハイリターンとともにハイリスクがともない，海上貸付

にはリスクを負担しうるような資産を有した富裕層（有力市民，貴族層，元

老院・騎士階級）から専門に出資を仲介する（feneratores のような）金融仲

介者を経て，交易商人・船主たちに融資を行うルートが出来上がっていた。

銀行家には，交易港や都市中心部（アゴラ，フォルム）などローカルな地域

で活躍する金融業者がおり，顧客の預金の保全の観点から，ハイリスクな

事業には直接の関与を避ける傾向があった１２０）。銀行家などの金融業者の

社会的地位は，古典期アテナイではもっぱら在留外人の手にあり，非市民

として低い状態にあり，ローマ帝政初期では多くは解放奴隷が担っていた

ことから，やはりその社会的地位は低い状態にあった。

ところがそれ以前のローマ共和制後期では銀行家は必ずしもそのような

低い地位にあったわけでなく，活動範囲も決してローカルでなく，事業家

と融合した商人的銀行家に近い存在であり，大きな利益を得て裕福になっ

たケースも少なくなかった１２１）。古典期アテナイでもパシオンのように巨

額の資産を残した銀行家がいて，ヘレニズム期では国家銀行が登場し，都

１１９） Murecine 文書にあるスルピキウス (Sulpicii) 銀行の業務内容として，預金，
口座引き落し，振替，日常的支払い，貸付，投資仲介，オークション資金調
達，保釈金，両替などがあげられている (Rathbone and Temin 2008: 399)。
さらに Jones (2006: 64-77) 参照。スルピキウス家を預金銀行家ではなく，
単なる金融仲介者とする見解については Verboven (2008: 220-221) 参照。

１２０） Andreau (1999: 43), Verboven (2002: 137-38, 2008: 229), Jones (2006: 77-78),
von Reden (2010: 116-17).

１２１） Andreau (1985: 384-85, 1999: 49), Verboven (2002: 138).
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市国家とリンクして多くのステークホルダーから出資を受けて，大規模な

融資活動を行うことができた。エジプトのケースでは，銀行家は国家の財

務機関の一部として位置づけられ，大事業を営む（有力な）顧客層と関係

をもって融資活動にも参加していた。その意味で古典期からヘレニズム期

にかけて変動をともないながらも経済活動の活発化に合わせる形で，銀行

家と呼ばれる金融業者は狭い意味での銀行家に特定されるのでなく，海外

事業（交易）へも積極的に関与したと考えられ，その境界は曖昧なグレー

ゾーンにあったといってよい。それだからこそ，彼らの中から巨額の資産

を残すような成功者が出てきたわけであり，それは個人的能力以上に，古

典期・ヘレニズム期という社会経済的大変動期の中で成功の機会をつかみ

取ったという事情があったからと推察される。

最後に，信用供与の枠組みの中で遠隔地間の資金移転を指す「為替」の

有無について触れておきたい。一地域の取扱業者に資金を納め，為替を受

け取って別地域で別の取扱業者に為替を現金化してもらうという金融サー

ビスは，現在銀行においても取り扱われる業務であるが，古典期・ヘレニ

ズム期では（金融業者同士で扱われる）本業として為替取引は存在しなかっ

たか，または特殊な業務として取り扱われ，為替に似たケースが幾つか見

出されるにすぎない。とりわけ，金融業者（銀行家）の間で交わされる形

での為替は，明示的には見いだせず，遠隔地間で行われる為替取引は，ロ

ーカルな地域で活動する銀行家には不向きであり，むしろ遠隔地間で交易

を行う商人／実業家の間でこそ，行える取引であったといってよい１２２）。

商人的銀行家の存在が認められるのであれば，彼らこそ為替業務を行う

能力があったであろう。イソクラテスで見られた商人／交易業者の間で取

り交わされたアテナイでの融資とボスポラス王国での地方通貨による返済

という契約に，銀行家パシオンは契約履行の保証を与える形で関与してい

たにすぎない１２３）。また紀元前１世紀半ばのキケロのケースでは，友人の

１２２） Verboven (2002: 138)
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アッティクスや徴税請負人 (publicani) を通じて為替を振り出してもらい，

属州地（エフェソス，ラーオディケイア）で現金を入手している。仲介者が

小アジアで実業家として活動し現地に代理人を置いていたアッティクスや，

属州地での徴税業務を行い，税金を回収していた徴税請負人にたいし指示

を行いうる位置にあった本国政府が介在しえたからこそ，為替 (permutatio)

を組むことができた１２４）。しかしながら，それを可能にしたのは友人関係

ないし政府高官という地位があったからであり，一般対象に為替サービス

が提供されていたわけではなかった。この点でも遠隔地間の信用供与を可

能にする信頼のネットワークが形成されていなければ，制度として為替取

引が成立せず，当時の銀行家が為替取引を恒常的に実現しようとすれば，

遠隔地間の商人や銀行家相手に個人的なネットワークを築いていなければ

ならなかったであろう。

銀行家の活動が一般にローカルな活動に（とくに帝政期になると）終始す

ることが多かったとすれば，遠距離の資金移転をともなう為替取引は特異

なケースであったに違いない。ただし，エジプトのケースをみれば，前１

世紀には私的銀行間で（譲渡不可能な形であるが）小切手のような銀行支払

い指図書が発行されており，銀行間でそれぞれの銀行の口座が開設されて

資金の移転が口座間で行われるようになっていた１２５）。しかしそれでも，

その対象は信頼に足る顧客に限定されていたという点で，限定的であった

といえる。金融業者間で恒常的な信用ネットワークが制度的に組むことが

できるかどうかの点で，古典期・ヘレニズム期の銀行家たちはあくまでも

個人的な信頼関係に頼っていたのであり，限界があったといわざるをえな

い。ローマの共和政から帝政に向けて租税・地代の回収と交易による資金

１２３） Isoc. 17.35
１２４） Cic. Att. 5.13.2, 11.1.2, Fam. 3.5.4, 5.20.9. Permutatio は為替手形 (a bill of

exchange) と訳されることが多いが，内容上は信用状 (a letter of credit) がふ
さわしいとする見解については Verboven (2002: 132) を参照されたい。

１２５） Bogaert (1994: 102, n. 43, 250-52).
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の散布というシステムが出来上がっていながらも，ローマやそのほかの都

市の銀行家は為替取引に本格的に取り組むことはなかったようである。公

的為替業務の存在は，publicani という徴税請負人の組合で可能となって

いたであろうが，その後の帝政期に入り，徴税人の役割が低下し，代わり

に属州ごとに財務管理官 (procurator) が設置され，本国・属州間の為替業

務を代行することは理論上可能であったであろう１２６）。しかしながら，公

的為替制度については資料上欠落し具体的な姿は見いだせない１２７）。この

点で依然未知の状態にあるといってよいが，資料の点では悲観的な状態に

あるといった方がよいかもしれない。

付録：ca. 433/432BC アテナイ経済の推計

ca. 433/32BC，より正確にはペロポネソス戦争以前の紀元前４３０年代の

アテナイ経済の推計については，基本的に雨宮によって紀元前４世紀後半

の同経済の推計のために提示された経済モデルに負っている１２８）。このモ

デルに ca. 433/32BC の人口推定値を適用することにより貿易収支を含め

た当該期の経済諸変数を推計した。

ca. 433/32BC の人口については諸推計があり，主要な推計は３０‐３５万

人の間に収まっている１２９）。雨宮が前４世紀後半の人口を２２万人に仮定し

たことに対応させて，ここでは３０万人を大きく越えなかっただろうとし

て次のような形でアッティカ人口を３０万人に想定した。

アテナイにおける社会的階層としては，農業に従事する（貧困な）農民

１２６） 帝政期属州体制は為替制度の発達に好条件を与えたであろうことは古くから
指摘されてきた (Kießling 1924: 699-700)。帝政期のローマと属州間の商業
活動に付随した振替・為替業務の可能性については，さらに明石 (2009: 49-
50, n. 65) を参照されたい。

１２７） Verboven (2009)
１２８） Amemiya (2007: 106-14)
１２９） Gomme (1933: 26), Andreades (1933: 290-91, 357), JACT (1984: 157), Gold-

smith (1987: 16), Hansen (1988: 12). 他方，Beloch (1886: 100-01) は２３．５万
人，Garnsey (1988: 90) は２５万人に推定していた。
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層 (thetes)，富裕層，製造業・サービス・交易などに従事する都市住民

（Mfg 階層）に分けられ，農民層と富裕層の人口構成（市民，在留外人，奴隷）

は前４世紀半ばの雨宮の設定と基本的に同じであるとし，Mfg 階層につ

いては，より多くの市民，在留外人で構成され，奴隷の人数はより少ない

とした１３０）。

各階層の穀物，食料，その他支出については，雨宮が想定した穀物・食料

比率，（穀物を含めた）食料・その他支出比率を当該時期の各階層に適用し

てそれぞれの消費量を導出した１３１）。431BC 以前の価格については推定が

むずかしいのであるが，賃金水準が 450BC ごろに日当４オボロス程度で

あり，大麦価格は medimnos (=51.8liters) あたり２ドラクマとされ，以後

になると 415BC ごろの小麦価格は６～６．２ドラクマ，大麦は 410BC に４

ドラクマ，前５世紀末に３ドラクマとされ，賃金はペロポネソス戦争以後

(431~412) 日当１ドラクマであったとされる１３２）。小麦価格，大麦価格，賃

金水準が同方向に変動していたことが窺われ，戦争以後戦費調達もあって

貨幣供給が急増し，それが物価上昇を促す一因になったと推測されること

から，小麦価格も戦争以前は同等に低かったと考えて差し支えないであろ

う。ここでは戦争以前の穀物価格については，小麦価格が medimnos あ

１３０） 外人成人男子は２．５万人とし (JACT 1984: 157)，家族あわせて５万人とし
た。外国人の人数はペロポネソス戦争直前にピークを迎えたとされ (Garland
2008: 113)，商業や手工業で在留外人は数的に優位であったとされる（伊藤
1981: 36-39）。

１３１） Amemiya (2007: Appendices 6.1, 6.2)
１３２） Figueira (1998: 494), Loomis (1998: 240-42, 253-54), Rathbone and von Re-

den (2015: Tables A8.2, A8.3).

（単位：０００人） 農民 富裕者 Mfg 住民（内労働力）

市民
在留外人
奴隷
（内鉱山奴隷）

４８

１０

３２
１０
５０
（３０）

８０（２０）
４０（２２）
３０（３０）
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たり４ドラクマ，大麦価格は２ドラクマであると想定した。したがって農

民層，富裕層の穀物生産額，消費額は基本的に紀元前４世紀後半の雨宮推

計の２／３相当になる。

賃金水準については，市民，外国人は日当４オボロス（４／６ドラクマ），

奴隷は２オボロス相当とし，労働力総数７．２万人，年間労働日２００日とし

て計算し，年間賃金総額は１，２６７タラントン (T) とした。以下，Mfg 階

層は幾つかの部門に分けられるとして，第 i 部門の賃金総額をWi と記

し，xi を第 i 部門生産額，ri をその利潤率とし，原材料費用を生産額の

半分相当として，雨宮モデルにしたがって部門ごとに次のような方程式を

想定した１３３）。

xi �0�5xi �Wi �ri xi ⇒ xi �Wi �(1�0�5�ri )

ここでは Mfg 階層の生産規模が比較的大きくなることをふまえて，規

模の拡大とともに利潤率は順次低下し，限界部門では利潤率がゼロになる

と想定した。簡単化のために Mfg 階層は４部門 (i=1, 2, 3, 4) に均等に分

けられWi �W�4，利潤率はそれぞれ r1 �0�15，r2 �0�10，r3 �0�05，

r4 �0を想定した。それぞれの部門の生産額を方程式からもとめ，合計

して総生産額は３，０３４T となった。減価償却率を５％とし，雨宮モデルで

の国内中間需要・輸入比４１５：７００を適用して国内中間費用をもとめ，結

果 Mfg 階層から富裕層が受け取る収入は，生産総額から国内中間費用

５０８T，減価償却分１５２T，賃金総額１，２６７T を控除した額１，１０７T となっ

た。原材料輸入額は原材料費用１，５１７T から国内中間費用と減価償却分を

差し引いた額である８５７T となった。Mfg 階層から生産される財・サービ

スの可能消費額は２，３７４（＝３，０３４－５０８－１５２）T であり，その他支出総額は

１，３１３T となるが，前５世紀後半の分業体制は前４世紀ほど分化していな

かったと想定して支出総額の３／４は自国内で賄われたとすれば（雨宮オリ

１３３） Amemiya (2007: 109)
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ジナルモデルではほぼ半分に想定），国内消費分は１，０００T，輸出分は１，３７４T

となった。他方，各階層のその他支出の総額１，３１３T のうち国内消費分を

差し引けば，輸入額が導かれ，その他支出項目の輸入額は３０３T となった。

政府収支については，Christensen (2013: 298-99) にもとづき，Andreades

(1933)，Goldsmith (1987) を参考にして一部修正して次のように推定した。

政府役職給付については，アリストテレス『アテナイ人の国制』１３４）を

参考にして，民衆裁判所 (dikast) 参加者は人員６，０００名で２００日相当，日

当２オボロスとしておよそ７０T 相当とした。評議会 (boulē) は，月番グル

ープ (prytaneis)５０名は日当４オボロス，他の４５０名は３オボロスで３２５

日勤務するとすれば合計１４T，そのほか地方役人およそ７００名として日当

３オボロス，外国駐在大使を７００名，６オボロスで年間を通して合わせて

６５T，ならすと総計１５０T 程度となる１３５）。兵士給付については，２，５００人

の重装歩兵 (hoplite)，１，２００人の騎士，１，６００人の射手を想定して，日当１

ドラクマにして半年分の給付が行われたと想定すると，それぞれの給付総

額は７６T，３７T，４８T，計１６１T となる。その他ドックやアクロポリスの警

１３４） Arist. Ath. Pol. 24.3.
１３５） Andreades (1933: 252-54), Amemiya (2007: 99). 戦争以前の評議会の日当が

どの程度であったか不明であるが，管理者 (epistatai) が一日４オボロス払わ
れていたのに対して，民衆裁判所 (dikast) では２オボロスであったとされる。
Loomis (1998: 10-12)

収入 支出（単位：タラントン）

同盟都市分担金
間接税
外国人・奴隷税
鉱山収入
公共地代
レイトゥルギア
その他

５００
６０
１００
１５０
１５～２０
１５０
２０～２５

役職給付
兵士給付
三段櫂船給付・修繕費
公共事業
祭祀関係
警察
その他

１５０
１８２
１９８
２００
１００
６０
１１０

計 １，０００ １，０００
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護兵を５５０人として４オボロスの日当とすれば２１T となり，兵士給付総

額は１８２T となる。三段櫂船 (trireme) の船員給付については，２０隻の護衛

用の三段櫂船の船員を４，０００人とし，貢租収受用の船を２０隻としてその

船員を２，０００名とすれば，日当１ドラクマで半年分の給付を準備したとし

て合計１８０T となる。その他修繕費等として１８T を加えると，その費用

は総計１９８T となる。その他，公共事業を２００T，祭祀関係費を１００T，治

安（警察）関係者を２，０００人として，３オボロスの日当とすれば６０T とな

り，福祉関係（孤児育英費，戦争傷痍者年金など）を６０T，その他５０T とし

て，合計１，０００T とした１３６）。

収入はデロス海上同盟都市からの貢租金を５００T，公共地の地代は政府

収入の１．５～２％を占めるであろうとし，幅をもって１５～２０T とした１３７）。

ラウリオン銀山からの収入は，およそ１，０００T の銀採掘額に対し，採掘権

と１０％課税合わせて１５０T 相当であるとした１３８）。レイトゥルギア（公共

奉仕）は，三段櫂船の負担１９８T の半額程度ならびにその他祭祀関係の奉

仕分を含めて１５０T とした。その他の収入は科料・没収分などを合わせ

２０～２５T 程度とした。外国人税は２．２万人成人男子と女子等１．８万人と

想定し，それぞれ１２ドラクマ，６ドラクマの人頭税を課して総計６２T と

なる。奴隷税は Bücher の推計に従い，奴隷価格２００ドラクマ，奴隷交易

の取引総数を５７，０００，２％の税率を前提にして，かなり高めであるが３８T

とした１３９）。関税は主要物資の直接の輸入・輸出総額およそ４，０００T に対

１３６） 内容の一部は Andreades (1933: 218-20)，Goldsmith (1987: 32-33) に負って
おり，合計金額は Xen. Anab. 7.1.27による。

１３７） Papazarkadas (2011: 94). 紀元前４世紀の事情であるが，この時期へ適用し
た。

１３８） 採掘額については Sverdrup and Schlyter (2012). さらに Goldsmith (1987:
259-60, n. 38) では産出額は 930~1250T とされ，Andreades (1933: 270) では
採掘リース料は５０～１００T と推定されている。ここでは下限を取り１０％税
合わせて１５０T とした。採掘権と課税の議論については Hopper (1953),
Mattingly (1996: 241) ならびに伊藤 (1981: 158-65) を参照されたい。

１３９） Andreades (1933: 283)
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し１％の関税率からおよそ４０T の収入があり，またその半額相当の市場

税があったとして合わせて６０T の間接税（関税・市場税）収入を計上した。

富裕層については Mfg 部門からの事業収入（利潤プラス輸入代金），Mfg

階層ではその賃金総額の１０％相当がそれぞれ奴隷を含めた海外交易に何

らかの形で関係していたと想定して，間接税はそれら金額に応じて富裕層

と Mfg 階層に振り分けた。外国人税はそれぞれの階層の外国人数に対応

させて振り分け，結果間接税・外国人税は富裕層全体で９３T，Mfg 階層

で５７T とした。富裕層は他に鉱山税ならびにレイトゥルギア（公共奉仕），

その他合計３５０T を負担するものとして，合計４４３T の負担となった。政

府からの給付については，評議会・裁判所に参加可能な市民を農民層では

１２，０００人，富裕層では８，０００人，Mfg 市民では１０，０００人とし，軍事面で

は農民層は同じ１２，０００人，富裕層では市民，外国人合わせて１２，０００人，

Mfg 階層では両者合わせて２０，０００人とした。評議会・裁判所には市民層

が参加し，重装歩兵と騎士は富裕層が参加し，三段櫂船は市民層と Mfg

外国人が参加するものとした。兵士は農民，Mfg 市民，外国人から参加

した。対応した各階層から均等に参加したものとして，各階層の参加可能

な人口に案分させて評議会・裁判所，重装歩兵，騎士，三段櫂船，兵士の

給付額を振り分けた。結果，農民層の給付総額は１６２T，富裕層は１８９T,

Mfg 階層は２２１T となった１４０）。

次の表で ca. 433/432BC の各部門（農民層，富裕層，Mfg 階層，政府，海

外）の収支が表示されている。貿易額（輸出または輸入）は２，７０３T におよ

び，Mfg 階層生産物の輸出額は１，３７４T になっている。製造物の輸出額は

当時の分業状態から過大ではないかという批判が出てくるであろうが，そ

れに応えるため試算として各階層の貯蓄（銀保有）はないものと仮定し，

１４０） ここではポティダイアの戦役以前を想定しており，戦費は省かれている。ケ
ルキュラ (433BC) やトラキア (422BC) への戦費は３０～１００T と推定されて
おり，この分は計上するとすれば海外への資金流出追加分となる (Andreades
1933: 222, n. 8)。
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さらにそれら階層のその他支出はすべて国内産で賄われる（つまり，その

他支出項目の輸入はない）と仮定して同じように貿易収支を算出してみた。

その結果，食料以外のその他支出項目の輸出額は８７２T に減少し，原材料

輸入は８５７T，輸出（輸入）総額は２，３８８T になった。製造物の輸入を極力

低い状態に想定してもアテナイからの製造物輸出は相当分想定せざるを得

ない。さらに人口を低位推計２５万人に設定した場合には（Mfg 階層市民を

４万人，奴隷を２万人に想定），同じような試算をするとその他支出項目の輸

出は３３４T に大きく減少し，輸出総額は１，８５１T になった。しかしながら，

原材料輸入６３１T に対し半分強の製造物の輸出が依然想定されることは否

定できなかった。

他方で貿易総額が比較的小さな金額になっているのは，物価・賃金水準

を戦争期間 (431~412BC) の水準の２／３という低位水準に設定したことによ

っているが，431BC 直後の物価・賃金水準がそれ以前の１．５倍になって

いたとすれば，その推計額は大きく増加し，Mg 生産物の輸出が２，８４５T，

穀物輸入が９４７T，その他食料と生産物輸入が１，３４０T，原材料輸入が

１，３９８T となり，輸出（輸入）総額が３，８２８T となって，１，０００T 以上の増

額となった。これに戦費を加わったとすれば，その分相応の貿易赤字を計

上していたと考えられる。戦争直前の推計に関しては，物価・賃金がどの

程度まで上昇していたかによって金額が大きく異なってくることに留意し

なければならない。

表にはさらに ca. 339/338BC の収支が載せられているが，雨宮推計値

(Amemiya 2007: 108-111) の一部が修正されて表示されている。雨宮推計で

は政府部門の戦争貢献分・戦利品の項目が３２９T になっていたのであるが，

第２次海上同盟が崩壊した 357BC 以降，アテナイ以外の都市からの貢献

分は大きく低下して，その数値は４６‐６０T になったとされている１４１）。こ

こでは貢献分を６０T に修正し計上している。さらにリュクルゴスの改革

１４１） Andreades (1933: 313). ６０T は 343BC 直前の時期とされる (Aischines, II. 71)。
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(336~324BC) が進展すると，政府収入は直前の６００T から１，２００T へ倍増

したとされる。その増加分に寄与した主要因は，交易の活性化にあったと

され，とくに中継貿易が飛躍的に増加したことによると考えられてい

る１４２）。もし再輸出分とそれに対応する輸入分を合わせた中継交易総額な

１４２） Burke (1985: 260-64)

（単位：タラントン）

紀元前５世紀後半 (ca. 433/432BC) ca. 339/338BC

農民層 富裕層 Mgf 階層 政府 輸出 農民層 富裕層 Mgf 階層 政府 輸出

１６６ ５０ 生産（大麦） ２４９ ７５

６９ 生産（小麦） １０３

２４５ １９０ その他食料 ３３４ ２８５

１，２６７ 賃金 ８６７

１，１０７ 配当利潤 １，０７１

１，０００ ７６２ 鉱山収入 １，０００ ８２５

１６２ １８９ ２２１ 国家給付 ２６１ ２３０ １９７

５００ ５００ 貢租・分担金 ６０ ６０

５００ 税収 ６５４

６７ 農産物輸出 １００

１，３７４ Mfg 輸出 １，４６６

５７３ ２，６０５ １，４８７ １，０００ ２，７０３ 収入 ８４４ ２，７６４ １，０６４ ７１４ ２，４５１

輸入

１３７ ２４５ 大麦消費（市民） ２０６ ３６９

８１ ２３８ ２０ ４２６ 小麦消費（市民） １２２ ８９ ２４３

２７ １２９ 小麦消費（外国人） ４０ ９５

２９ １９６ １００ 大麦消費（奴隷） ４３ ２９４ １５０

２８９ ２６２ ４６２ ５０ ６９５ その他食料 ４３４ ３９３ ３２９ ６３７

９７ ４５７ ４４０ ３０８ ３０３ その他支出 １４６ ３８６ ２８５ ３４５

４４３ ５７ ０ 税負担 ０ ５８４ ７０

１２ １０３ ６２ １７７ 奴隷輸入 １５ １１６ １３１

８５７ ８５７ 原材料輸入 ７００ ７００

９ １７９ ５０ 銀保有 １２９ ４６

５７２ ０ 国家給付・基金・軍船 ６８８

０ 戦費 ２６ ２６

５７４ ２，６０５ １，４８８ １，０００ ２，７０３ 支出 ８４４ ２，７６４ １，０６４ ７１４ ２，４５１
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らびに関連する収入（倉庫，ドック，船舶修繕などからの収入）が政府収入の

増加分であったとし，試算として再輸出向け輸入が５，５８０T，再輸出６，０００

T とすれば，２％の関税率と港湾施設使用料を合わせた金額は４２０T ほど

になる（中継交易総額の３．６％に相当する）。表中の ca. 339/38BC の政府部

門の税収にこの金額を加えると，１，２００T に近い収入が計上されることに

なる。この試算は，再輸出分が総輸出の７割に及ぶという結果になり，い

かに再輸出の急成長が政府収入の増加に必要であったかを示唆している。

最後に，ペロポネソス戦争が終結した後，前４世紀初めの貿易収支を試

算してみた。戦争の影響により Mg 部門の人口が大きく減少したと想定

し，その市民の人口が１万人，在留外人が１万人，奴隷が１．５万人とし，

前二者の労働力が合計１．１万人とし，鉱山奴隷もいなくなったとして，全

体の人口を１５万人と想定した。貢租金や鉱山収入がなくなったと想定し，

輸出額が１，５６６T となり，輸入額は２，４５５T となり，８９０T の赤字（輸入額

の３６％）と推定された。その分銀貨の流出となり，資金が枯渇すれば輸入

とくに穀物以外の食料，その他支出は強制的に抑制されざるをえなかった

であろう。
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